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★あなたも市報しぶしのタイトルを書いてみませんか？書いてみたい方は市役所総務課秘書広報係までお問い合わせください。

今月の「題字」
　　小学校　 6 年　満里奈 さん
　　〃　　　6 年　優里 さん

　今月の題字を書いてくれたのは、同
じ習字教室に通う、小学校 6 年の満里
奈さんと優里さんです。
　将来はソフトボールの選手になりた
いと話してくれた満里奈さん。日本舞
踊にピアノ、ソフトボール、習字と毎
日習い事に一生懸命取り組んでいるそ
うです。題字（毛筆）は横に書くのが
難しかったそうです。
　優里さんは３年生の時に習い始めた
習字と、学校の勉強を頑張っているそ
うです。料理が大好きで、食べること
も好きらしく、将来は料理に携わる職
業に就きたいと話してくれました。
　これからも笑顔で、充実した毎日が
送れるよう頑張ってください！

今月の読者プレゼント
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　今月の読者プレゼントは、
市観光特産品協会から「1,000
円分商品券と特産品のセット」
を５人の方にプレゼントしま
す。詳しくは 31 ページをご覧
ください！

SHIBUSHI

C O N T E N T Sもくじ

将来の夢に向かって頑張ってください！
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平成 24 年 12 月号

20 日 木

21 日 金

22 日 土  さんふらわあクリスマスファミリークルージング ※１

23 日 日

24 日 月

25 日 火

26 日 水

27 日 木

28 日 金

29 日 土

30 日 日

31 日 月  

１日 火

２日 水

３日 木

４日 金

５日 土

６日 日  ぽっぽ市（ ＪＲ志布志駅前  9:00 ～ 13:00 ）  ※４

７日 月

８日 火

９日 水

10 日 木

11 日 金

12 日 土  “ふるさと祭り東京 2013” 全国ご当地どんぶり選手権（ １ 月 20 日まで ）

13 日 日

14 日 月  第 8 回志布志ジョガー駅伝競走大会、 志布志市スポーツ少年団交歓大会 ※２

志布志市　年末年始イベントカレンダー

ダ
グ
リ
岬
遊
園
地 

冬
休
み
イ
ベ
ン
ト 

※
３

志
布
志
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
１
２
：
志
布
志
鉄
道
記
念
公
園
（
１
月　

日
ま
で
）

12

12 月 31 日～１月１日  ※２

　　・白鳥神社元旦祭
　　　    （23：30 ～ 1：00）

　　　      ・松山神社元旦祭
　　　   　     （23：50 ～ 1：00）

　　　　     　  ・霧島神社元旦祭
　　 　      　     　 （23：50 ～０：20）
　  　  　 　　     ・早鈴神社元旦祭

         　　　  （24：00 ～ 2：00）
　　　・山宮神社（安楽）神舞・千軒太鼓

      （24：00 ～ 1：30）

■お問い合わせ ：
　※１　フェリーさんふらわあ志布志支店　TEL:473-8185
　※２　志布志市教育委員会　TEL:472-1111
　※３　ダグリ岬遊園地　TEL:473-1061
　※４　志布志市総合観光案内所　TEL:472-2224

　

11
月
９
日
か
ら
11
日
の
３

日
間
、
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

シ
テ
ィ
で
開
催
さ
れ
た
、
ご

当
地
ど
ん
ぶ
り
選
手
権
予
選

会
」
で
、志
布
志
黒
潮
隊
（
志

布
志
市
商
工
会
）に
よ
る「
志

布
志
黒
豚
三
昧
丼
」
が
予
選

を
突
破
し
、
東
京
ド
ー
ム
で

開
催
さ
れ
る
「
ふ
る
さ
と
祭

り
東
京
２
０
１
３
」（
主
催
：

フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
、
東
京

ド
ー
ム
・
来
場
予
定
者
数
：

約
40
万
人
）
へ
本
選
出
場
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

予
選
突
破
を
報
告
し
た
志
布
志
黒
潮
隊
の
田
浦
天
志
さ
ん

は
「『
矢
り
ま
す
』『
矢
れ
ま
す
』『
矢
り
と
げ
ま
す
』
の
三

本
の
『
矢
』
で
、
み
ん
な
で
（
民
間
、
商
工
団
体
、
行
政
）

力
を
合
わ
せ
、
上
位
入
賞
を
狙
い
ま
す
」
と
本
選
に
向
け
て

の
意
欲
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

全
国
ご
当
地
ど
ん
ぶ
り
選
手
権
は
、
昨
年
の
上
位
５
ど
ん

ぶ
り
、
予
選
突
破
の
10
ど
ん
ぶ
り
が
「
ご
当
地
ど
ん
ぶ
り
の
グ

ラ
ン
プ
リ
」
を
目
指
し
競
い
合
う
超
目
玉
企
画
で
す
。
九
州
か

ら
は
、
唯
一
「
志
布
志
黒
豚
三
昧
丼
」
が
出
場
。
全
国
に
鹿
児

島
県
産
黒
豚
を
存
分
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
関
東
在
住
の
知
人
、
友
人
の
方
へ
、

こ
の
機
会
に
鹿
児
島
黒
豚
を
じ
っ
く
り
煮
込
ん
だ
角
煮
を
贅

沢
に
使
用
し
た
、「
志
布
志
黒
豚
三
昧
丼
」
を
ご
賞
味
く
だ

さ
る
よ
う
お
声
か
け
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「志
布
志
黒
豚
三
昧
丼
」
と
は
…

『
黒
豚
三
昧
丼
』
を 

ち
ょ
っ
ぴ
り
紹
介
す
る
ブ
ー
♪

★
ま
ず
黒
豚
の
イ
イ
と
こ
は
…

　

疲
労
回
復
・
低
カ
ロ
リ
ー
・
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
が
豊
富 

★
な
ぜ
『
三
昧
』
丼
…
？ 

　

其
の
一
：
と
ろ
っ
と
ろ
の
角
煮 

　

其
の
二
：
角
煮
の
炙
り
焼
き 

　

其
の
三
：
角
煮
入
り
だ
し
巻
き
卵
焼
き

「第４回全国ご当地どんぶり選手権」出場決定！！
鹿 児 島 県 産 黒 豚 使 用鹿 児 島 県 産 黒 豚 使 用
しぶしくろぶたざんまいどんしぶしくろぶたざんまいどん

1 月 12 日（土）～ 20日（日）
東 京 ド ー ム

1 月 12 日（土）～ 20日（日）
東 京 ド ー ム

出場を報告した志布志黒潮隊の皆さん
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生活習慣病の早期発見・ 早期治療で、生き活きライフ 

目 指 そう特 定 健 診 受 診 率 日 本 一 
志みんな健診で安心プロジェクト 
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地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の

３
第
１
項
及
び
志
布
志
市
財
政

状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
第

２
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
志
布
志
市
の
財
政
状
況
を

公
表
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
地
方
公
共
団
体
の

財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」（
以
下
、「
財
政
健
全
化
法
」

と
い
う
。）
が
平
成
19
年
６
月

に
公
布
さ
れ
、
こ
の
法
律
に
よ

り
、
地
方
公
共
団
体
は
毎
年
度

決
算
に
基
づ
き
健
全
化
判
断
比

率
（「
実
質
赤
字
比
率
」「
連
結

実
質
赤
字
比
率
」「
実
質
公
債

費
比
率
」「
将
来
負
担
比
率
」）

の
４
指
標
と
公
営
企
業
ご
と
の

「
資
金
不
足
比
率
」
を
算
定
し
、

監
査
委
員
の
審
査
を
受
け
た
う

え
で
議
会
に
報
告
し
、
公
表
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
今
回
、
志
布
志
市
の

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不

足
比
率
の
算
定
結
果
に
つ
い
て

も
併
せ
て
公
表
し
ま
す
（
８

ペ
ー
ジ
か
ら
）。

平
成
23
年
度
決
算
状
況

　

歳
出
決
算
の
内
訳
は
、
左
上

の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。
歳

出
総
額
で
は
、
前
年
度
に
比
べ

て
17
億
７
６
１
１
万
９
千
円

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
等
の
決
算
状
況

は
、
次
の
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

歳
入
決
算
の
内
訳
は
、
右
上

の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。
歳

入
総
額
で
は
前
年
度
に
比
べ
て

16
億
８
６
０
２
万
２
千
円
、

７
・
９
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
う
ち
、自
主
財
源
は
、

繰
入
金
の
増
に
伴
い
、
前
年
度

と
比
べ
て
３
億
２
２
０
２
万

円
、
６
・
３
％
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
依
存
財
源
は
、
地
域

情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
に
よ

る
国
庫
支
出
金
の
増
額
な
ど

に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
て

13
億
６
４
０
０
万
２
千
円
、

８
・
４
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

平成 23 年度一般会計の決算状況

志布志市の財政事情 をお知らせします
平成 23 年度の決算状況と平成 24 年度上半期の財政状況が公表されました。

先に公表された財政状況の中から、平成 23 年度の決算状況について主なもの をご紹介します。 歳出決算：225 億 370 万 5 千円
歳入決算：230 億 2,165 万 5 千円

歳出の構成比 歳入の構成比

総務費：25.4％

民生費：27.1％

土木費：7.7％

消防費：4.5％

教育費：7.7％

農林水産業費
：6.7％

公債費：10.8％

地方交付税：33.4％

国庫支出金：23.4％
市債：10.4％

県支出金：6.5％

市税：14.5％

議会費

平成 23 年度決算額 ２億 4,680 万 7 千円

　議会の運営に要した経費です。

【 用 語 解 説 及 び 決 算 額 】

総務費

平成 23 年度決算額 57 億 1,317 万２千円

　庁舎・財産管理、選挙、戸籍及び職員管理等
市政全般の管理的な事務事業に要した経費です。

民生費

平成 23 年度決算額 60 億 9,402 万円

　子育て支援やお年寄り・障害者など福祉関
係全般の事業に要した経費です。

衛生費

平成 23 年度決算額 12 億 6,318 万５千円

　保健衛生や環境等健康で衛生的な生活環境
を送るための事業に要した経費です。

農林水産業費

平成 23 年度決算額 14 億 9,974 万９千円

　農林水産物の生産振興のための事業に要し
た経費です。

商工費

平成 23 年度決算額 ７億 2,872 万４千円

　商工業の振興及び中小企業・観光振興のた
めの事業に要した経費です。

土木費

平成 23 年度決算額 17 億 3,563 万９千円

　道路、橋、河川及び公園等の整備のために
要した経費です。

消防費

平成 23 年度決算額 10 億 573 万６千円

　火災及び風水害等の災害から市民の生命と
財産を守るための事業に要した経費です。

教育費

平成 23 年度決算額 17 億 4,484 万４千円

　学校教育の充実や生涯学習、芸術、文化及
びスポーツ等の振興のために要した経費です。

公債費

平成 23 年度決算額 24 億 3,621 万２千円

　市債の元利返済に要した経費です。

区　分 歳 入 額

依
存
財
源

地方交付税 76億8,539万５千円

国庫支出金 53億7,861万３千円

市債 24億270万円

県支出金 14億8,472万１千円

地方譲与税 ２億9,278万５千円

地方消費税交付金 ２億8,590万円

その他 9,585万２千円

自
主
財
源

市税 33億3,450万８千円

繰越金 ６億804万７千円

財産収入 １億3,192万

使用料及び手数料 １億5,615万３千円

寄附金 690万円

諸収入 ５億2,433万７千円

分担金及び負担金 ２億5,857万２千円

繰入金 ３億7,525万２千円

市税の内訳（単位：千円　％：対前年度比）
個人市民税 868,001 ▲ 3.1％
法人市民税 332,646 22.7％
固定資産税 1,679,175 1.7％

交付金及び納付金 38,676 ▲ 0.6％
軽自動車税 98,067 0.8%
市たばこ税 317,943 14.1％

計 3,334,508 3.1％

その他の内訳（単位：千円　％：対前年度比）
自動車取得税交付金 30,944 ▲ 17.8％
交通安全対策特別交付金 7,286 ▲ 2.7％

利子割交付金 5,479 ▲ 39.0％
地方特例交付金 47,327 ▲ 11.4％
配当割交付金 3,491 191.9%

株式等譲渡所得割交付金 549 ▲ 57.5％
ゴルフ場利用税交付金 776 ▲ 13.7％

計 95,852 ▲ 13.6％

議会費：1.1％

災害復旧費：0.2％

商工費：3.2％

衛生費：5.6％

繰入金：1.6％

分担金及び負担金：1.1％

諸収入：2.3％使用料及び手数料：0.7％

財産収入：0.6％

繰越金：2.6％

その他：0.3％

地方消費税交付金：1.3％

地方譲与税：1.3％
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◆平成 23 年度の決算状況
平成 23 年度の市債、 財産状況、 特別会計及び水道事業会計の決算状況は、 以下のとおりです。

区　分 借入残高 構 成 比
総務債 719,761 2.9％

民生債 232,618 1.0％

衛生債 479,747 2.0％

農林水産業債 3,957,619 16.1％

商工債 114,551 0.5％

土木債 9,426,914 38.4％

消防債 666,050 2.7％

教育債 2,309,137 9.4％

災害復旧債 181,695 0.7％

その他 6,450,710 26.3％

合　　計 24,538,802 100.0％

【市債の状況】　　　　　     　　  　　（単位：千円）
区　分 数量及び現在高

土　　地 12,172,348.70 ㎡

建　　物 215,623.90 ㎡

山　　林 187,809.07 ㎡

有価証券 255,460 千円

出資による権利 116,743 千円

債　　権 848,549 千円

物　　品 車両等 199 台

基　　金 4,973,514 千円

【市有財産の現在高】　　　　  　　

区　分 収入済額 支出済額 差引残額

国民健康保険 4,866,402 4,521,126 345,276

後期高齢者医療 327,666 325,154 2,512

介護保険 3,629,376 3,582,771 46,605

下水道管理 320,998 314,163 6,835

公共下水道事業 2,839 2,526 313

国民宿舎 113,976 112,965 1,011

合　　計 9,261,257 8,858,705 402,552

【特別会計決算額】　　　　　　  　　（単位：千円）
区　分 収入済額 支出済額 差引残額

収　

益　

的

営業収支 553,990 511,157 42,833

営業外収支 4,383 40,420 ▲ 36,037

附帯事業収支 4,722 152 4,570

その他 0 0 0

小　　計 563,095 551,729 11,366

資　

本　

的

補助金 ・ 工事費 50,480 233,524 ▲ 183,044

工事負担金
・ 公債費

65,195 110,713 ▲ 45,518

固定資産売却益
・ 予備費

0 0 0

小　　計 115,675 344,237 ▲ 228,562

合　　計 678,770 895,966 ▲ 217,196

【水道事業会計決算額】　　　　　  　　（単位：千円）

※資本的収入額が資本的支出額に不足する額 228,562 千円は、
過年度分損益勘定留保資金 97,832 千円、当年度分損益勘定留保
資金 118,258 千円、固定負債 3,884 千円及び当年度分消費税及
び地方消費税資本的収支調整額 8,588 千円で補てんしました。

◆平成 24 年度上半期の執行状況
平成 24 年 ９ 月 30 日現在（ 前年度からの繰越事業を含む ） の執行状況をお知らせします。

区　分 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 支出率
一 般 会 計 18,757,678 9,336,053 49.8 7,577,583 40.4

特 

別 

会 

計

国民健康保険 4,883,935 2,220,584 45.5 1,967,467 40.3

後期高齢者医療 351,014 92,364 26.3 81,125 23.1

介護保険 3,821,381 1,664,052 43.5 1,507,099 39.4

下水道管理 318,983 168,157 52.7 130,469 40.9

公共下水道事業 2,839 1,313 46.2 1,264 44.5

国民宿舎 111,031 65,013 58.6 55,949 50.4

合　計 28,246,861 13,547,536 48.0 11,320,956 40.1

【歳入歳出予算執行状況】　　　　　   　　　　 （単位：千円、％）

区　分 予算現額 収入済額 執行率

 

収
益
的

収益 572,813 291,181 50.8

支出 547,162 133,388 24.4

小計 1,119,975 424,569 37.9

資
本
的

収益 169,697 ０ 0.0

支出 632,668 69,425 11.0

小計 802,365 69,425 8.7

合　計 1,922,340 493,994 25.7

【水道事業会計執行状況】　　　　 　       　（単位：千円、％）

区　分 予算現額 収入済額 収入率

歳　

入

市税 3,090,809 1,987,406 64.3

地方交付税 7,553,188 5,268,851 69.8

国庫支出金 2,250,722 826,574 36.7

県支出金 1,681,652 131,915 7.8

繰入金 360,246 0 0.0

諸収入 524,323 58,538 11.2

市債 1,712,000 0 0.0

その他 1,584,738 1,062,769 67.1

合　計 18,757,678 9,336,053 49.8

【一般会計内訳】　　　   （単位：千円、％）

区　分 予算現額 支出済額 支出率

歳　

出

総務費 2,032,644 943,751 46.4

民生費 6,381,496 2,780,908 43.6

農林水産業費 1,704,818 395,996 23.2

土木費 1,675,625 363,276 21.7

教育費 1,522,516 654,391 43.0

災害復旧費 171,144 7,307 4.3

公債費 2,577,270 1,272,662 49.4

その他 2,692,165 1,159,292 43.1

合　計 18,757,678 7,577,583 40.4

◆平成 23 年度は、 どのようにお金を使ったのでしょうか。 ここでは、 目的別に前年

　度と比較しながら紹介します。

議 会 費 決算額 ： ２億 4,680 万７千円 　Ｈ 22 年度との比較：6,220 万円の増

総 務 費 決算額 ： 57 億 1,317 万２千円 　Ｈ 22 年度との比較：14 億 8,435 万６千円の増

　主な事業：地域情報通信基盤設備活用事業、集落街灯設置事業、県議会議員選挙　など

民 生 費 決算額 ： 60 億 9,402 万円 　Ｈ 22 年度との比較：２億 1,811 万７千円の増

　主な事業：放課後児童健全育成事業、障害者自立支援総合対策事業、生活保護扶助費、子ども医療費助
　　　　　　成事業　など

衛 生 費 決算額 ： １２億 6,318 万５千円 　Ｈ 22 年度との比較：１億 2,587 万３千円の増

　主な事業：太陽光発電システム設置事業、元気はつらつ志民健康づくり事業、浄化槽設置整備事業、　
　　　　　　JICA 草の根技術協力事業、インフルエンザ対策事業　など

農林水産業費 決算額 ： １４億 9,974 万９千円 　Ｈ 22 年度との比較：8,640 万３千円の減

　主な事業：森林整備・木材産業活性化推進事業、治山事業、広域農道改修事業、県営畑地帯総合整備事業、
　　　　　  活動火山周辺地域防災営農対策事業　など

商 工 費 決算額 ： ７億２，８７２万４千円 　Ｈ 22 年度との比較：１億 8,236 万５千円の減

　主な事業：プレミアム商品券発行事業、総合観光案内事業、さんふらわあ志布志航路利用促進事業、特産品販売促
　　　　　　   進事業、新若浜地区国際コンテナターミナル利用促進事業、JR 志布志駅改修事業　など

土 木 費 決算額 ： １７億３，５６３万９千円 　Ｈ 22 年度との比較：4,880 万４千円の減

　主な事業：危険廃屋解体撤去事業、社会資本整備総合交付金事業、公営住宅整備事業、都城志布志道路
　　　　　　施設整備事業　など

消 防 費 決算額 ： １０億５７３万６千円 　Ｈ 22 年度との比較：４億 2,943 万８千円の増

　主な事業：大隅曽於地区消防組合負担金、消防防災施設整備事業、防災行政無線整備事業、志布志消防
　　　　　　署建設事業　など

教 育 費 決算額 ： １７億 4,484 万４千円 　Ｈ 22 年度との比較：１億 4,554 万７千円の減

　主な事業：小・中学校耐震補強・改修事業、文化会館リニューアル事業、志布志城史跡公有化事業、市
　　　　　　埋蔵文化財センター整備事業、生涯学習推進事業　など

公 債 費 決算額 ： ２４億３，６２１万２千円 　Ｈ 22 年度との比較：　　―

　市債の平成 23 年度末の現在高は 245 億 3,880 万２千円となりました。

◆性質別に見ると次のようになります。

性 質 別 経 費 内 容

義 

務 

的 

経 

費

人件費（14.2％）
32 億 532 万７千円

　市議会議員の報酬並びに市長
など特別職及び職員の給与に要
した経費です。

公債費（10.8％）
24 億 3,621 万１千円

　借入れしている市債の返済に
要した経費です。

扶助費（16.5％）
37 億 1,382 万４千円

　生活保護、児童福祉及び老人
福祉等に要した経費です。

投 

資 

的 

経 

費

普通建設事業費（29.2％）
65 億 6,727 万５千円

　建物の建設及び道路工事等
に要した経費です。

災害復旧費（0.2％）
3,561 万８千円

　災害が発生したときに、その
復旧作業に要した経費です。

性 質 別 経 費 内 容

そ　
の　

他

物件費（8.7％）
19 億 4,789 万２千円

　旅費、賃金、備品購入費及
び委託料等事務的な経費です。

補助費等（9.6％）
21 億 5,782 万円

　一部事務組合や各種団体へ
の負担金や補助金等に要した
経費です。

維持補修費（0.4％）
8,163 万７千円

　施設の維持補修等に要した
経費です。

積立金（2.8％）
６億 4,072 万６千円

　各種基金への積立金です。

その他（7.6％）
17 億 1,737 万５千円

　特別会計（国民健康保険、後期高齢者医
療、介護保険、下水道管理及び公共下水道
事業等）へ支出した経費等です。
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志
布
志
市
健
全
化
判
断
比
率
等
を
公
表
し
ま
す

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
第
３
条
第
１
項
及
び
同
法
第
22
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
志
布
志
市
の
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す
。

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」（以下、「財政健全化法」という。）が平成 19 年６
月に公布され、この法律により、地方公共団体は毎年度決算に基づき健全化判断比率（「実質赤字
比率」「連結実質赤字比率」「実質公債費比率」「将来負担比率」）の４指標と公営企業ごとの「資金
不足比率」を算定し、監査委員の審査を受けたうえで議会に報告し、公表することとなりました。
このことから今回、志布志市の健全化判断比率及び資金不足比率の算定結果について公表します。

　健全化判断比率及び資金不足比率の対象となった会計は下表のと
おりです。志布志市の平成 23 年度決算に基づく健全化判断比率及
び資金不足比率は、早期健全化基準及び経営健全化基準をすべて下
回っています。
　実質公債費比率については、公債費に準ずる債務負担行為に係る
ものが 61,212 千円の増となったこと等から単年度比率では増加し
ましたが、３か年平均（平成 21 年度～ 23 年度）では減少となり
ました。
　将来負担比率が減少した要因は、財政調整基金や減債基金等の積
立による充当可能基金の増及び基準財政需要額算入見込額の増によ
り、充当可能財源等が 519,893 千円増加したためです。
　なお、早期健全化基準及び経営健全化基準を下回っているものの
志布志市の財政状況が厳しいことに変わりはなく、これからも行財
政改革を推進し、健全な財政運営を図っていく必要があります。

『
財
政
健
全
化
法
』
っ
て
何
だ
ろ
う
？

　

財
政
健
全
化
法
と
は
、
北
海
道
夕
張
市
の
よ
う

な
地
方
公
共
団
体
の
財
政
破
た
ん
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、国
が
「
早
期
健
全
化
段
階
（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー

ド
）」、「
財
政
再
生
段
階
（
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
）」
の

２
段
階
で
地
方
公
共
団
体
の
財
政
悪
化
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
こ
と
に
よ
り
、
財
政
状
況
の
改
善
を
早
期

に
促
す
た
め
の
法
律
で
す
。

『
財
政
破
た
ん
』
っ
て
何
だ
ろ
う
？

　　

赤
字
額
が
標
準
的
な
財
政
規
模
の
一
定
割
合
を

超
え
た
状
態
を
言
い
ま
す
。

　

破
た
ん
す
る
と
、
国
の
関
与
の
も
と
再
建
す
る

こ
と
と
な
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
市
税
や

公
共
料
金
な
ど
の
引
き
上
げ
を
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
り
、
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ど
う
や
っ
て
健
全
度
を
判
断
す
る
の
？

　

財
政
健
全
化
法
に
よ
り
、
普
通
会
計
と
公
営
事

業
会
計
や
第
三
セ
ク
タ
ー
等
を
含
め
た
市
の
財
政

運
営
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
す
べ
て
の

会
計
を
対
象
に
「
実
質
赤
字
比
率
」、「
連
結
実
質

赤
字
比
率
」、「
実
質
公
債
費
比
率
」
及
び
「
将
来

負
担
比
率
」
の
４
指
標
と
公
営
企
業
会
計
ご
と
の

「
資
金
不
足
比
率
」
を
用
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準

に
よ
り
判
断
し
ま
す
。

基
準
を
超
え
る
と
ど
う
な
る
の
？

早
期
健
全
化
基
準
を
超
え
た
場
合

　

自
主
的
な
改
善
努
力
に
よ
る
財
政
の
健
全
化
を

図
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
財
政
健
全
化
計
画
を
策

定
し
、
外
部
監
査
の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

財
政
再
生
基
準
を
超
え
た
場
合

　

財
政
再
生
団
体
と
な
り
、
国
の
管
理
の
も
と
財
政

の
再
生
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国
の
同
意
が
な

い
と
借
金
が
で
き
な
く
な
る
等
、
色
々
な
制
約
が
課

せ
ら
れ
ま
す
。

　

早
期
健
全
化
と
同
様
に
財
政
再
生
計
画
を
策
定

し
、
外
部
監
査
の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

経
営
健
全
化
基
準
を
超
え
た
場
合

　

公
営
企
業
ご
と
に
経
営
健
全
化
計
画
を
策
定

し
、
自
主
的
か
つ
計
画
的
に
経
営
の
健
全
化
を
図

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

各
計
画
策
定
後
は
、
議
会
の
議
決
を
経
て
公
表

し
、
県
知
事
へ
報
告
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
を
作
っ
た
あ
と
は
ど
う
す

る
の
？

　

計
画
の
実
施
状
況
は
毎
年
公
表
さ
れ
ま
す
。
取
り
組

み
が
不
十
分
な
場
合
は
、
国
ま
た
は
県
が
、
地
方
公
共

団
体
に
対
し
必
要
な
勧
告
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
に
対
し
予
算
や
計
画
の
変
更
な
ど
の
措

置
を
講
ず
る
よ
う
勧
告
し
、
よ
り
強
く
財
政
運
営
に
関

与
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

健全段階

指標の整備と情報開示

の徹底

早期健全化段階

自主的な改善努力によ

る財政健全化

財政再生段階

国等の関与による確実な再生

・指標の整備

→監査委員の審査を受

け議会に報告し、公表

・財政健全化計画の策
　定（議会の議決）

・実施状況を議会に報告
　し、公表

・外部監査の実施

・財政再生計画の策定
  （議会の議決）

・ 実施状況を議会に報告し、
公表

・地方債（借金）の制限
・外部監査の実施
・財政運営が計画に適合
　しないと認められる場
　合等においては、予算
　の変更等を勧告

健全経営　　　　　　　　　　　　　経営悪化

公営企業の経営の健全化

一般会計等

志布志市においては
一般会計のみ

公営事業会計

①国民健康保険特別会計

②介護保険特別会計

③後期高齢者医療特別会計

公営企業会計

①水道事業会計

②下水道管理特別会計

③公共下水道事業特別会計

④国民宿舎特別会計

一部事務組合・広域連合
①大隅曽於地区消防組合
②曽於南部厚生事務組合
③曽於北部衛生処理組合
④鹿児島県市町村総合事務組合
⑤鹿児島県後期高齢者医療 
　広域連合
⑥曽於地区介護保険組合
⑦ 曽於地域公設地方卸売市

場管理組合
地方公社・第三セクター等（注）

①志布志市土地開発公社
②曽於東部土地改良区
③曽於南部土地改良区

平成 23 年度　志布志市 - - 9.3 81.4 -
早期健全化基準（イエローカード）
※資金不足比率については、経営
　健全化基準

13.1 18.1 25.0 350.0 20.0

財政再生基準（レッドカード） 20.00 30.0 35.0
平成 22 年度　志布志市 - - 9.8 84.3 -

※参考資料（総務省公表速報値）
県内 19 市の平均値 - - 11.9 60.7 -
県内市町村の平均値 - - 12.1 58.3 -
全国市町村の平均値 - - 9.9 69.2 -

（注）： 第三セクター等については、出資比率に関わらず志布志市が第
三セクター等の債務に損失補償を付している団体を掲載してい
ます。

実
質
赤
字
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将

来

負

担

比

率

資
金
不
足
比
率

実質赤字比率
※志布志市の実質赤字額はありません
　１年の間に入ってきた金額（歳入）より使っ
た金額（歳出）が多い場合、その余計に使っ
た額が赤字となります。
　一般会計のみの赤字の有無を指標化し、財
政運営の悪化の度合いを示すものです。これ
らの比率が高いほど、財政運営が深刻な状況
となります。
　志布志市は一般会計において実質収支は黒
字であり、実質赤字は生じておらず、実質赤
字比率はありません。

連結実質赤字比率
※志布志市の連結実質赤字額はありません
　市のすべての会計を連結して市全体として
の赤字の有無を指標化し、市全体における収
支が健全かどうか把握しようとするものです。
　志布志市は、全ての会計において実質収支
は黒字であり、実質赤字は生じておらず、連
結実質赤字比率はありません。

実質公債費比率　９．３％
　その年度の歳出に占める公債費（借金）や
公債費に準ずるものの割合を指標化し、資金
繰りの程度を示すものです。
　この数値が前年度より高くなると、その分、
他の歳出を削らなければ支払えないというこ
とになります。
　よって、財政の弾力性が低下し、他の経費
節減をしないと収支が悪化し、赤字団体にな
る可能性が高まります。

将来負担比率　８１. ４％
　一般会計における公債費（借金）や損失補
償を行っている第三セクター等に係るものを
含め、市が将来的に支払っていく可能性のあ
る実質的な負債額の割合を示す指標です。
　この比率が高い場合、市の財政規模に比べ
て将来負担が大きいということになり、将来
財政運営を圧迫する可能性があります。

資金不足比率
※志布志市の資金不足額はありません
　公営企業の資金不足（赤字）を料金収入と
比較して指標化し、経営状況の悪化の度合い
を示すものです。
　公営企業ごとに算定し、経営状況を判断し
ます。
　公営企業会計に資金不足（赤字）があり経
営状況が悪化すれば、市としてその赤字に対
処しなければならず、市の負担も増大するこ
とになり、財政運営に大きな影響を与えるこ
ととなります。
　この比率が高くなるほど、料金収入等によ
り赤字を解消することが難しくなるので、経
営状況に問題があることとなります。

健全財政　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　財政悪化



　

11
月
10
日
（
前
夜
祭
）、
11
日
（
本
祭
）

の
日
程
で
、「
大
隅
の
國
や
っ
ち
く
松
山

藩
第
24
回
秋
の
陣
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

前
夜
祭
、
本
祭
と
も
に
足
元
の
悪
い
中

で
の
開
催
で
し
た
が
、
前
夜
祭
で
は
本
祭

の
成
功
に
弾
み
を
つ
け
る
べ
く
、
舞
台
で

は
多
く
の
出
演
者
が
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま

し
た
。
迎
え
た
翌
朝
は
、
今
に
も
雨
が
降

り
始
め
そ
う
な
曇
り
空
に
も
関
わ
ら
ず
、

多
く
の
人
が
入
場
を
待
つ
列
を
作
り
、
開

門
と
同
時
に
場
内
へ
と
流
れ
込
み
ま
し

た
。
そ
の
後
ま
も
な
く
吉
田
救
仁
院
守
隆

司
六
代
目
藩
主
を
は
じ
め
と
し
た
武
者
行

列
が
入
場
し
、
ま
つ
り
が
盛
大
に
始
ま
り

ま
し
た
。

　

例
年
大
好
評
の
野
菜
や
サ
ム
ラ
イ
鍋
な

ど
の
大
盤
振
る
舞
い
に
は
今
年
も
長
蛇
の

列
が
で
き
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
イ
ベ
ン

ト
で
会
場
が
賑
わ
う
中
、
舞
台
で
は
郷
土

芸
能
や
地
元
出
身
の
歌
手
に
よ
る
シ
ョ
ー

な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
中
で
も
特
別
ゲ
ス
ト
の
西

尾
有
紀
さ
ん
に
よ
る
モ
ノ
マ
ネ
を
交
え
た

シ
ョ
ー
で
は
、
そ
の
美
し
い
歌
声
が
来
場

者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
最
後
に
は
晴
れ
間
も
見
え
、

大
盛
会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

大
隅
の
國
や
っ
ち
く
松
山
藩

　

第
24
回
秋
の
陣
ま
つ
り　

開
催
！

六代目藩主　吉田救仁院守隆司小雨が降る中、迫力の武者行列

郷土芸能も披露されました姫様と子ども武士たち

西尾有紀さんのショーも盛り上がりました

大迫力の陣馬そり！

大熱戦の玉入れ大会！

場内のイベントも大盛況！子ども達も楽しみました

多くの特産品などが販売されました

やっちく名物！振る舞いは今年も大人気でした

勇壮な鎧武者！
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み
ん
な
で
元
気
を
茶チ
ャ

～
ジ
し
よ
う
！

　

10
月
31
日
、
伊
﨑
田
小
学
校
で
市
の
健

康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
と
有
機
減
農
薬
農
法

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
、
お
茶
の
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
「
志
布
志 

茶
レ
ン
ジ
風
邪
な

し
運
動
」
と
題
し
た
市
の
事
業
で
、
10
月

31
日
か
ら
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
の

間
、
市
内
の
モ
デ
ル
校
７
校
で
緑
茶
飲
料

を
推
奨
し
、
手
洗
い
う
が
い
の
習
慣
化
を

促
す
こ
と
で
、
冬
季
の
風
邪
の
予
防
や
健

康
へ
の
意
識
向
上
に
対
す
る
効
果
を
比
較

研
究
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

贈
呈
式
で
は
伊
﨑
田
小
学
校
６
年
の
栗

迫
竜
也
さ
ん
が
「
風
邪
予
防
に
良
い
と
さ

れ
る
お
茶
を
飲
ん
で
、
風
邪
や
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
負
け
な
い
元
気
な
学
校
づ
く
り

を
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

寒さに負けず、元気に過ごしてください！

金
婚
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

11
月
1
日
、
ボ
ル
ベ
リ
ア
ダ
グ
リ
で
平

成
24
年
度
志
布
志
市
金
婚
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催
す

る
同
式
に
は
77
組
の
出
席
者
が
あ
り
、
結

婚
さ
れ
て
か
ら
50
年
の
節
目
を
盛
大
に
お

祝
い
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
掲
示
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー

ド
に
は
家
族
へ
の
感
謝
の
言
葉
な
ど
が
記

さ
れ
、
ま
た
記
念
品
の
贈
呈
や
祝
儀
舞
、

保
育
園
児
に
よ
る
太
鼓
演
奏
や
マ
ジ
ッ
ク

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
終
始
和
や
か

な
ム
ー
ド
で
行
わ
れ
、
思
い
出
話
に
花
を

咲
か
せ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

短
い
時
間
で
し
た
が
、
大
盛
会
の
う
ち

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

九
州
大
会
ベ
ス
ト
４
進
出
！

　

11
月
６
日
、尚
志
館
高
校
の
野
球
部
が
、

10
月
27
日
か
ら
11
月
２
日
に
か
け
て
長
崎

県
で
行
わ
れ
た
第
１
３
１
回
九
州
地
区
高

校
野
球
大
会
で
ベ
ス
ト
４
に
進
出
し
た
喜

び
の
報
告
に
市
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

来
庁
し
た
の
は
志
布
志
市
出
身
の
部
員

な
ど
８
人
で
、
九
州
大
会
で
の
今
回
の
快

挙
に
つ
い
て
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。
同

校
２
年
の
新
原
晃
太
キ
ャ
プ
テ
ン
は
「
大

会
の
結
果
に
つ
い
て
は
嬉
し
い
と
い
う
気

持
ち
も
あ
る
が
、
悔
し
い
部
分
も
あ
る
の

で
満
足
は
し
て
い
な
い
。
春
の
甲
子
園
大

会
へ
の
出
場
を
期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
と

て
も
う
れ
し
い
こ
と
な
の
で
、
来
年
１
月

の
決
定
ま
で
に
鍛
え
な
お
し
て
全
国
に
通

用
す
る
打
の
チ
ー
ム
を
作
り
た
い
」
と
力

強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

九州大会ベスト 4、おめでとうございます

文
化
活
動
の
発
表
を
行
い
ま
し
た

　

平
成
24
年
10
月
28
日
、
第
６
回
障
害
者

文
化
活
動
発
表
会
が
志
布
志
市
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
文
化
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
障
が
い
者
な
ど
の
社
会
参
加
に
繋
が

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
お
り
、

約
１
０
０
人
の
参
加
者
が
、
日
頃
の
活
動

の
発
表
を
行
い
、
出
演
者
や
観
覧
さ
れ
た

家
族
の
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
1
部
で
は
、
団
体
に
よ
る
太
鼓
や
踊

り
、
手
話
コ
ー
ラ
ス
な
ど
が
、
第
2
部
で

は
、
個
人
に
よ
る
歌
や
舞
踊
な
ど
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
緊
張
し
な
が
ら
も
普
段
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
、
会
場
に
は
多
く
の
感

動
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

迫力ある訓練に圧倒されました

親
子
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　

in
志
布
志
消
防
署
、
開
催
！

　

11
月
４
日
、
志
布
志
消
防
署
で
、
消
防

署
を
知
っ
て
も
ら
い
、
身
近
に
感
じ
て
ほ

し
い
と
い
う
思
い
か
ら
「
親
子
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
、
多
く

の
親
子
連
れ
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

消
防
ク
ラ
ブ
規
律
訓
練
や
宇
都
中
吹
奏

楽
部
の
演
奏
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
、

救
助
訓
練
披
露
で
は
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
救

出
や
事
故
車
両
救
出
な
ど
、
迫
力
の
あ
る

消
防
隊
員
の
動
き
に
大
き
な
歓
声
が
あ
が

り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
消
防
車
両
の
見
学
や
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
体
験
、
放
水
体
験
や
は
し
ご
車
体
験

搭
乗
な
ど
消
防
署
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト

に
、
親
子
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

滝の迫力に大満足！

旭日双光章を受章

　永年にわたり元松山町議会議員と
して町政の発展と住民福祉に尽力さ
れた上野逸良氏の功績に対し旭日双
光章が贈られ、11 月 6 日、伝達式
が行われました。
　上野さんは昭和 54 年４月に松山
町議会議員に初当選されて以来、平
成 15 年１月まで通算６期 23 年余
りの永きにわたり、町議会議長など
の要職を歴任され、卓越した政治信
念を持って広く地方自治の発展に尽
くされました。

町政に多くの業績を残されました

練習の成果を存分に発揮できました

瑞宝単光章を受章

　有明地区民生委員児童委員協議会
会長の榎添登美子さんが「瑞宝単光
章」を受章、その伝達式が 11 月 5
日に県庁で行われ、その後市役所を
訪れ市長に報告しました。
　榎添さんは、昭和 54 年に民生委
員児童委員として委嘱され、同協議
会会長に平成 19 年 12 月 1 日に就
任、地域の福祉行政への協力のほか、
一人暮らしの高齢者や障がい者を見
守るなど、社会福祉に貢献されてい
ることなどが評価されました。

 住民に身近な立場で活動されています

いつまでも仲睦まじく、お元気で！

バ
リ
ア
フ
リ
ー
ツ
ア
ー
開
催
！

　

11
月
４
日
、
医
療
法
人
左
右
会
曽
於
地

区
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
が
主
催

す
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ツ
ア
ー
が
開
催
さ

れ
、
34
人
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
で
6
回
目
を
数
え
る
同
ツ
ア
ー

は
、
大
隅
の
新
し
い
魅
力
を
見
つ
け
た
い

と
い
う
趣
旨
で
開
催
さ
れ
、
か
の
や
ば
ら

園
や
神
川
大
滝
公
園
な
ど
を
散
策
し
ま
し

た
。
特
に
神
川
大
滝
公
園
で
は
、
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
に
よ
り

車
い
す
を
利
用
し
た
参
加
者
も
滝
の
近
く

ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
、
迫
力
の
あ
る
滝

に
感
動
し
た
様
子
で
し
た
。

　

主
催
し
た
同
セ
ン
タ
ー
の
濱
田
み
づ
ゑ

さ
ん
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
温
か
さ
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
続
け
て
い
き
た

い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

初めての落語に大笑い！

　11 月 17 日、 松 山 小 学 校 で 創 立
140 周年記念学習発表会が開催され、
多くの児童や保護者が参加しました。
　前半では児童による合唱や劇など
の舞台発表、後半は「桂竹丸さんと
一緒に古典芸能『落語』を楽しみま
しょう」と題し、記念講演が行われ
ました。
　落語に初めて生で接した児童らは
大笑い。「とても面白く、たくさん
笑った。自分でも落語に挑戦してみ
たい」と話してくれました。

座布団にも前と後ろがあるんです！
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Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
多
大
な
貢
献
！

　

旧
志
布
志
町
Ｐ
連
会
長
、
志
布
志
市
Ｐ

連
会
長
を
歴
任
し
、
県
Ｐ
連
の
評
議
員
と

し
て
活
躍
さ
れ
た
、
志
布
志
町
志
布
志
の

髙
田
俊
洋
さ
ん
が
、
10
月
28
日
に
開
催
さ

れ
た
九
州
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会
佐
賀
大

会
の
席
上
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

髙
田
さ
ん
は
、
三
町
合
併
時
に
お
け
る

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
調
整
や
推
進
に
尽
力
さ
れ

る
と
と
も
に
、
曽
於
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

議
会
会
長
、
鹿
児
島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
評

議
員
と
し
て
、
地
区
や
県
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

の
発
展
に
、
そ
の
手
腕
を
発
揮
し
た
こ
と

が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
の
市
Ｐ
連
は
髙
田
さ
ん
の
意
志
を

受
け
継
ぎ
、
充
実
し
た
活
動
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

コ
イ
ン
ア
ー
ト
を
制
作
！

　

11
月
2
日
、
志
布
志
中
学
校
で
文
化
祭

が
開
催
さ
れ
、
１
年
生
の
生
徒
が
制
作
し

た
コ
イ
ン
ア
ー
ト
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

制
作
し
た
の
は
１
年
１
組
か
ら
３
組
の

生
徒
で
、
制
作
期
間
は
約
１
か
月
間
、
９
，

６
５
４
枚
の
１
円
硬
貨
と
、
同
じ
大
き
さ

の
４
，
４
９
４
枚
の
黒
い
画
用
紙
２
種
類

を
使
い
、
同
中
学
校
の
卒
業
生
で
、
先
日

世
界
新
記
録
を
達
成
し
た
水
泳
の
山
口
観

弘
選
手
を
モ
チ
ー
フ
に
表
現
し
ま
し
た
。

　

制
作
し
た
生
徒
は
「
文
化
祭
の
前
日
ま

で
完
成
が
ず
れ
込
み
、
制
作
は
大
変
で
し

た
が
、
み
ん
な
で
や
り
遂
げ
た
充
実
感
が

あ
り
、作
っ
て
良
か
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　

展
示
終
了
後
は
、
１
円
硬
貨
は
東
日
本

大
震
災
復
興
の
た
め
に
募
金
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
で
ユ
ー
モ
ア
賞

　

10
月
12
日
、
鹿
児
島
県
内
の
市
町
村
が

ふ
る
さ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
制
作
し

た
Ｃ
Ｍ
を
披
露
す
る
「
第
11
回
ふ
る
さ
と

Ｃ
Ｍ
大
賞
２
０
１
２
」
が
開
催
さ
れ
、
志

布
志
市
の
作
品
が
ユ
ー
モ
ア
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
作
品
は
、
市
内
在
住
の
瀬
戸
口

裕
史
さ
ん
を
中
心
に
制
作
さ
れ
、
志
布
志

市
の
食
や
歴
史
を
市
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
で
あ
る
「
お
い
し
ぶ
し
・
た
の
し
ぶ

し
」
に
の
せ
、
テ
ン
ポ
の
良
い
作
品
に
仕

上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
志
布
志
市
に
在

住
さ
れ
て
い
た
外
国
人
の
方
を
起
用
す
る

な
ど
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
Ｐ
Ｒ
し
て

い
ま
す
。
Ｃ
Ｍ
は
、
今
後
テ
レ
ビ
で
放
送

さ
れ
る
予
定
で
す
。

志布志を元気にPR！ぜひご覧ください

黒い画用紙には被災地へのメッセージが書いてありました

世
界
記
録
を
生
ん
だ
プ
ー
ル
に
…

　

11
月
13
日
、
ツ
カ
サ
電
工
株
式
会
社
よ

り
志
布
志
運
動
公
園
屋
内
温
水
プ
ー
ル
に

ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
マ
ー
2
台
の
寄
贈
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
マ
ー
2
台
に
つ
い
て
、

先
日
行
わ
れ
た
「
ぎ
ふ
清
流
国
体
」
に
お

い
て
世
界
新
記
録
を
樹
立
し
た
山
口
観
弘

選
手
の
功
績
を
称
え
る
と
共
に
市
の
ス
ポ

ー
ツ
振
興
の
一
助
に
な
れ
ば
と
い
う
同
社

の
思
い
か
ら
、
志
布
志
市
観
光
特
産
品
協

会
を
通
じ
て
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
し
た
同
社
の
晴
山
広
顧
問
は
「
ア

ナ
ロ
グ
タ
イ
マ
ー
は
世
界
で
活
躍
す
る
選

手
か
ら
初
心
者
ま
で
幅
広
く
使
い
や
す
い

時
計
で
す
。
自
分
の
ペ
ー
ス
を
確
認
し
な

が
ら
こ
れ
か
ら
も
練
習
に
励
ん
で
欲
し

い
」
と
期
待
を
込
め
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

ＳＬをきれいにしました！

　11 月 14 日、志布志町ＳＬ保存会
の皆さんが、志布志市鉄道公園に保
存されているＳＬを、イルミネーシ
ョン設置に向けて清掃しました。
　当日は志布志機関区ＯＢが 20 人
程集まり、愛着のあるＳＬを磨き上
げました。
　年に６回のＳＬ清掃を続けて 37
年になる同保存会。「磨きながらＳ
Ｌが現役で走っていた頃の思い出話
に花を咲かせることが清掃の楽しみ
の一つです」と話してくれました。

心を込めてピカピカに！

旭日単光章を受章

　永年にわたり元有明町農業委員と
して本市の農業振興や農地流動化に
貢献された小野吉光氏の功績に対し
旭日単光章が贈られ、11 月 13 日、
伝達式が行われました。
　小野さんは昭和 56 年 7 月に就任
以来、平成 11 年 7 月までの永きに
渡り在職、また、自らも果樹の専業
農家として、地域農業の一翼を担い
ながらも、他の農業者への指導や地
域の農政課題に取り組み、今日の地
域農業の礎を築かれました。

農業委員会会長として活躍されました

河川の清掃活動を行いました

　10 月 25 日、志布志市ふるさと
協議会による「水辺のサポート推進
事業」の一環として、市内の河川の
ボランティア活動が行われました。
　当日は、有明、志布志、松山の各
支部から総勢 126 人が参加、河川
の土手の草払いやごみ拾いを行った
おかげで、生活に身近な河川がきれ
いになりました。
　同協議会では今後も、道路や河川
のボランティア活動を定期的に行っ
ていくそうです。

大勢の人が参加し、きれいになりました

記載台の寄贈がありました！

　11 月８日、（有）原木工家具セン
ターから市役所本庁の窓口に、記載
台の寄贈がありました。
　記載台を寄贈した同社は、創業
50 周年の節目を迎えられ、支えて
いただいた地域の方への恩返しにと
いう思いから、市民の集う市役所窓
口に寄贈していただきました。
　同社の佐野芳英代表取締役は、「こ
れからも地域発展のため、精一杯努
力していきたい」と話してください
ました。

地域の皆様への感謝を形に！

市内産のお茶を寄贈！

　11 月５日、志布志市茶業振興会
の堀口泰久会長と吉野寅三副会長、
加治屋健一理事の３名が来庁し、志
布志産のお茶を寄贈しました。
　同振興会が、お茶を小・中学校に
寄贈し、学校の給茶機や、うがい用
のお茶として利用することでお茶に
親しみをもってもらうことと、児童
生徒の健康管理に役立てることを目
的として例年取り組んでいることか
ら、お茶を使ってのうがいが定着し
てきています。

児童らの風邪予防に！

瑞宝単光章を受章

　39 年の永きにわたり、消防団員
として地域住民の生命、財産を守り、
消防の育成と強化に努めた濵野博氏
の功績に対し、瑞宝単光章が贈られ、
11 月 13 日、伝達式が行われました。
　濵野さんは、昭和 46 年に志布志
町の田之浦分団に入団以来、若い団
員の陣頭に立ち指導するなど、その
豊かな経験と知識をもってその活動
にあたられました。また、合併後は
団長に推挙され、消防団統合後の統
率に尽力されました。

強い責任感で任務にあたられました

大切に使わせていただきます
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学
校
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
！

　

11
月
４
日
、
森
山
小
学
校
学
習
発
表
会

に
併
せ
て
、平
成
24
年
度
地
域
が
育
む「
か

ご
し
ま
の
教
育
」
県
民
週
間
ポ
ス
タ
ー
原

画
・
標
語
展
学
校
賞(

標
語
の
部)

の
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
、

鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
か
ら
、
代
表
児
童

に
直
接
、
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
山
小
学
校
で
は
、
全
児
童
が
標
語
の

作
成
に
取
り
組
み
、
地
域
と
一
体
に
な
っ

た
学
校
の
様
子
を
表
現
し
ま
し
た
。

　

同
式
の
最
後
は
、
全
児
童
を
代
表
し
て
片

野
秀
人
さ
ん
が
「
自
慢
の
学
校
で
学
習
や
ス

ポ
ー
ツ
に
一
生
懸
命
に
取
り
組
め
る
こ
と
に

感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

『
見
に
来
て
ね　

　

ぼ
く
ら
の
え
顔
と 

自
ま
ん
の
学
校
』

　
　

優
秀
賞
受
賞　

四
年　

片
野　

秀
人 豊かな自然と地域の応援がいっぱいの森山小学校

大
船
渡
市
長
が
志
布
志
市
を
訪
問

　

11
月
9
日
、
岩
手
県
大
船
渡
市
の
戸
田

公
明
市
長
が
市
役
所
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま

し
た
。

　

同
市
は
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

被
害
を
受
け
、
そ
の
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
し
た
大
隅
半
島
4
市
5
町
の

復
興
支
援
チ
ー
ム
に
対
す
る
お
礼
と
、
現

在
の
大
船
渡
市
の
状
況
の
説
明
に
各
市
町

を
訪
問
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

同
市
長
は「
震
災
直
後
、皆
様
に
は
様
々

な
支
援
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

が
れ
き
の
処
理
も
50
％
以
上
進
み
、
今
年

の
初
夏
か
ら
復
興
に
向
け
た
事
業
も
始
ま

り
ま
し
た
。
着
実
に
再
建
、
再
生
に
向
か

っ
て
い
ま
す
」
と
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て
、
力
強
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

そば打ち初体験！美味しかったです

初めてソフトをする児童も楽しそうでした！

大船渡市長と復興支援に参加した職員など

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室
開
催
！

　

11
月
21
日
、
田
之
浦
小
学
校
で
元
日
本

代
表
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
で
、
シ
ド
ニ

ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
松
本

直
美
氏
に
よ
る
体
力
向
上
事
業
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
の

交
流
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
を
高

め
、
体
力
の
向
上
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的

に
全
国
で
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

指
導
し
た
同
氏
は
、「
夢
を
持
ち
、
あ

き
ら
め
ず
に
努
力
を
続
け
る
こ
と
が
大

事
。
夢
は
必
ず
叶
う
」
と
継
続
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。
参
加
し
た
田

之
浦
小
、
潤
ケ
野
小
、
森
山
小
の
児
童
28

名
は
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
ノ
ッ
ク
な
ど

を
と
て
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
ば
打
ち
・
い
も
掘
り
体
験
ツ
ア
ー

　

志
布
志
市
『
志
』
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会

「
山
重
芝
用
地
区
･
そ
ば
処
ち
ん
た
ら
庵
」

が
、
10
月
14
日
、
そ
ば
打
ち
・
い
も
掘
り

体
験
日
帰
り
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

県
内
外
か
ら
16
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、

そ
ば
打
ち
名
人
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な

が
ら
初
め
て
の
そ
ば
打
ち
に
挑
戦
。
自
分

で
打
っ
た
そ
ば
の
味
に
感
動
し
て
い
ま
し

た
。
志
布
志
湾
産
天
然
ハ
モ
や
が
ね
の
天

ぷ
ら
も
用
意
さ
れ
、
参
加
者
は
大
満
足
。

　

食
事
の
後
は
、
近
く
の
農
園
で
い
も
掘

り
を
体
験
し
、
志
布
志
市
の
自
然
の
恵
み

を
た
っ
ぷ
り
味
わ
い
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
体

験
ツ
ア
ー
を
企
画
し
、
志
布
志
市
の
良
さ

を
広
く
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

中
部
関
西
松
山
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

11
月
18
日
、
名
古
屋
市
に
お
い
て
、
会
員

と
来
賓
な
ど
39
人
が
参
加
し
、
中
部
関
西
松

山
会
第
21
回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
志
布
志
市
ふ
る
さ
と
大
使
と

し
て
任
命
さ
れ
た
関
西
松
山
会
の
萩
ノ
迫

和
盛
会
長
と
中
部
松
山
会
の
井
手
勇
会
長

に
委
嘱
状
の
交
付
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
大
使
と
し
て
任
命
さ
れ
た
井

手
会
長
は
、「
自
分
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る

志
布
志
市
の
広
報
担
当
と
し
て
一
翼
を
担

う
こ
と
と
な
り
、
た
い
へ
ん
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
今
後
は
更
に
、
志
布
志
市
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
総
会
終
了
後
、
親
睦
会
も
行
わ

れ
、
大
盛
会
の
う
ち
総
会
及
び
親
睦
会
の

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

多くの参加者で盛り上がりました

読
書
活
動
で
ま
ち
づ
く
り

　

10
月
31
日
、
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン

タ
ー
で
、「
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
地
域

貢
献
活
動
団
体
」
の
表
彰
式
・
事
例
発
表

会
が
開
催
さ
れ
、
図
書
館
を
中
心
と
し
た

読
み
聞
か
せ
活
動
を
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
か
み
ふ
う
せ
ん
」
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
は
、
７
つ
の
団
体
が
様
々

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
地
域
に

貢
献
し
た
団
体
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
「
か
み
ふ
う
せ
ん
」
は
平
成
９
年
に
発

足
し
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
、
本
に
触

れ
親
し
む
機
会
を
広
く
提
供
し
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
読
み
聞
か
せ
会
を
定
期
的

に
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
ま
す
ま
す

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

お話し会や読み聞かせ会の活動が評価されました

開催日：平成 25 年３月３日（日）

参加者募集中！

■日　　時　平成 25 年３月３日（日）
■場　　所　志布志運動公園陸上競技場周辺
■種　　目　ハーフマラソン・１０Ｋｍ・５Ｋｍ・３Ｋｍ
　　　　　　ファミリー
■制限時間　ハーフマラソン２時間３０分
　　　　　　（その他関門を設定いたします）
■参加資格　小学生以上の健康な方
　　　　　　（種目ごとに参加制限があります）

■参 加 料 　一般 2,000 円　　高校生以下 1,000 円
　　　　　　ハーフマラソン 3,000 円（高校生不可）
　　　　　　 ファミリー（２名）2,000 円
　　　　　　（以下１名増える毎に 500 円追加）
■申込期日　平成 25 年２月１日（金）
■申 込 先 　生涯学習課　生涯スポーツ係　

　　　　　℡ 472-1111（内線 331・332）
　　　　　　有明・松山教育分室でも申し込みできます

第８回

しぶしポートマラソン
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※インターネットでの申し込みも受け付けます
　http://runnet.jp/  または  http://www.sportsentry.ne.jp/
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　・本　館　　　毎週土曜日　　   午後２時 ～
　・有明分館　　12 月 20 日（木）午前 10 時
　・香月分館　　12 月 22 日（土）午前 10 時 30 分
　・松山分館　　12 月 23 日（日）午後２時

  図書館へ行こう！

一 冊 の 本 と の 出 会 い が あ な た の 人 生 を 変 え る！

図 書 館

情

報

■�休館日（本館及び各分館・
移動図書館車の全てが休
みになります）

○ かみふうせん（お話し会）14 時〜
○本館お話し会（読み聞かせ会）14 時〜

■問い合わせ先　志布志市立図書館 　Tel 472-3322　URL=http://www.shibushicity-lib.jp

毎月 23 日は
「子どもといっしょに読書の日」
お は な し 会 へ 出 か け よ う ！

 おかげ様で開館 15 周年！これからも皆様に親しまれる図書館に…‼
休館日カレンダー（本館）

December　12 月
日 月 火 水 木 金 土

12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31 ※ 12 月 29 日 ( 土 ) ～ 1 月 3 日 ( 木）
までは年末年始の休館となります。

January　１月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

○

○

○

○
○

今月のテーマ図書
「大掃除」

新刊案内
■「カンパニュラの銀翼」　　   　中里  友香　 著

　1920 年代後半の英国。資
産家の子息の替え玉として名
門大学に通い、目が見えな
い「血のつながらない妹」の
ため実の兄のふりをするエリ
オット。そんな彼の元に見目
麗しき一人の男が現れ…。精
緻な知に彩られた浪漫ミステ
リ。【アガサ・クリスティー
賞（第 2 回）】

今月のテーマ図書
「年賀状」

図書館クリスマス読書会

◆日時：12 月 22 日（土）午後２時開演
◆会場：志布志市立図書館
◆内容：「人形劇」「パネル
　シアター」「大型絵本」「朗
　読」ほか
◆ サンタからすてきなプ

レゼントもあるよ！

図書貸出の宅配サービスの希望者を引き続き募集します！

　詳細は、市報８月号「図書館へ行こう！」並びに志布志市立図書館のホームページをご覧ください。

開
館
15
周
年
「
サ
ト
シ
ン
と
お
て
て
絵
本

　
　
　
　

で
あ
そ
ぼ
う
！
」に
２
０
０
人
！

　

読
書
週
間
中
の

11
月
７
日
、
開
館

15
周
年
記
念
（
共

催
：
志
布
志
市
芸

術
文
化
振
興
会
）

と
し
て
、
絵
本
作

家
の
サ
ト
シ
ン（
本

名
：
佐
藤 

伸
）
さ

ん
を
迎
え
て
の「
サ

ト
シ
ン
と
お
て
て

絵
本
で
あ
そ
ぼ
う
！
」
の
夜
の
お
は
な
し
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

本
に
囲
ま
れ
て
の
お
は
な
し
会
に
し
た
い
と
、

本
の
貸
出
し
を
行
う
カ
ウ
ン
タ
ー
の
前
に
設
定
さ

れ
た
会
場
に
は
、
幼
児
か
ら
家
族
連
れ
、
図
書
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
む
約
２
０
０
人
が
集
ま
り
、

サ
ト
シ
ン
さ
ん
の
語
る「
お
れ
た
ち
は
パ
ン
ダ
じ
ゃ

な
い
」
や
代
表
作
の
「
う
ん
こ
！
」
な
ど
の
絵
本

の
世
界
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
お
て

て
絵
本
の
実
演
も
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
『
か
み
ふ
う
せ
ん
』
の
川
畑
充
子
さ
ん
は
「
こ

れ
か
ら
は
、
子
ど
も
の
創
造
性
を
引
き
出
す
た
め

に
も
、
こ
の
お
て
て
絵
本
で
子
ど
も
と
一
緒
に
お

は
な
し
を
作
っ
て
み
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

サ
ト
シ
ン
さ
ん
は
、「
お
い
し
い
も
の
に
栄
養

が
あ
る
よ
う
に
、
絵
本
は
思
い
や
り
を
与
え
て
く

れ
る
。
い
ろ
ん
な
絵
本
に
出
会
い
、
ゆ
っ
く
り
、

お
と
な
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

サ
ト
シ
ン
さ
ん
の
絵
本
を
手
に
子
ど
も
た
ち
は
、

夢
と
感
動
を
胸
に
み
ん
な
大
喜
び
で
帰
っ
て
行
き

ま
し
た
。
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地球にやさしいこと
　　　はじめよう！

■問い合わせ先　
　本庁市民環境課環境政策室	 ℡ 474-1111（内線 131 ～ 136）
　松山支所市民課	 ℡ 487-2111（内線 224）
　志布志支所市民課	 ℡ 472-1111（内線 224・225）

◆ 政治 ・ 経済活動への女性の参画指数の国際比較

 

日
本
は
、
基
本
的
な
人
間
の

能
力
が
ど
こ
ま
で
伸
び
た
か
を

示
す
Ｈ
Ｄ
Ｉ
で
は
１
８
７
の

国
・
地
域
の
中
で
12
位
で
す
が
、

男
女
間
の
格
差
を
数
値
化
し
た

Ｇ
Ｇ
Ｉ
で
は
、
１
３
５
か
国
中

１
０
１
位
と
な
っ
て
お
り
、
国

の
開
発
レ
ベ
ル
に
比
べ
、
男
女

平
等
が
進
ま
な
い
状
態
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ＨＤ Ｉ（ 人間開発指数 ） １８７か国

順 位 国　名 ＨＤＩ値

１ ノルウェー 0.943

２ オーストラリア 0.929

３ オランダ 0.91

４ 米国 0.91

５ ニュージーランド 0.908

１２ 日本 0.901

資料：国連開発計画「人間開発報告書 2011」

ＧＧＩ（ 男女平等指数 ） 135 か国

順 位 国　名 ＧＧＩ値

１ アイスランド 0.864

２ ノルウェー 0.8451

３ フィンランド 0.8403

４ スウェーデン 0.8159

５ アイルランド 0.7839

１０１ 日本 0.653

資料：世界経済フォーラム「The Global Gender Gap 
　　　Report2012」より作成

　◆ 各分野での男女の平等感、 志布志市はどうでしょうか？
（ H18 ・ H23「 志布志市男女共同参画に関する意識調査」 より )

　

各
分
野
で
の
男
女
の
地
位
に
つ
い
て
「
社
会
全
体
」

が
平
等
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
人
が
最
も
多

く
、
次
い
で
「
家
庭
生
活
」「
学
校
教
育
の
場
」
の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、「
社
会
通
念
・
慣
習
・
し
き
た

り
な
ど
」「
政
治
の
場
」
に
不
平
等
感
を
感
じ
て
い
る

人
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

※
グ
ラ
フ
の
「
平
等
に
な
っ
て
い
る
」
は
「
非
常
に
平

等
・
か
な
り
平
等
・
少
し
平
等
」
と
回
答
し
た
人
。

「
平
等
で
は
な
い
」
は
「
あ
ま
り
平
等
で
は
な
い
・
全

く
平
等
で
は
な
い
」
と
回
答
し
た
人
で
す
。

0 20 40 60 80 100

65.2%

60.3%

63.9%

60.2%

54.0%

50.0%

62.4%

62.5%

46.3%

50.8%

54.7%

54.1%

44.9%

43.2%

60.2%

56.9%

20.5%

27.9%

19.9%

27.8%

21.3%

27.5%

10.3%

13.2%

31.0%

29.6%

21.8%

25.9%

34.2%

39.8%

22.5%

30.9%

14.3%

11.7%
16.2%

12.0%

24.6%

22.5%

27.2%

24.3%

22.7%

19.7%

23.6%

20.1%

20.9%

17.0%

17.3%

12.3%

■平等になっている　■平等ではない　■無回答

Ｈ２３
Ｈ１８
Ｈ２３
Ｈ１８
Ｈ２３
Ｈ１８
Ｈ２３
Ｈ１８
Ｈ２３
Ｈ１８
Ｈ２３
Ｈ１８
Ｈ２３
Ｈ１８
Ｈ２３
Ｈ１８

Ａ． 社会全体

B． 家庭生活

C． 職　　場

Ｄ． 学校教育の場

Ｅ． 政治の場

Ｆ． 法律や制度上

Ｇ．
 社会通念 ・ 慣習 ・
 しきたり　など

Ｈ．
 自治会 ・ 公民館な
 どの地域社会

　◆ 「 男尊女卑 」 の気風が残っていると思いますか？（ Ｈ 18 ・ Ｈ 23 比較）
（ H18 ・ H23「 志布志市男女共同参画に関する意識調査」 より )

　
「
男
尊
女
卑
の
気
風
が

残
っ
て
い
る
」
と
感
じ
て

い
る
人
は
、
平
成
18
年
調

査
時
よ
り
も
７
％
近
く
減

少
し
て
お
り
、「
い
い
え
」

と
回
答
し
た
人
は
４
％
以

上
増
加
し
て
い
ま
す
。
男

女
別
で
は
「
は
い
」
と
回

答
し
た
割
合
は
、
女
性
が

34
．６
％
、男
性
が
26
．１
％

で
、
男
性
よ
り
女
性
に
多

く
、
ま
た
若
い
世
代
ほ
ど

「
男
尊
女
卑
の
気
風
が
残
っ

て
い
る
」
と
感
じ
て
い
る

こ
と
が
伺
え
ま
す
。0 20 40 60 80 100

30.7% 23.5% 40.5%
5.3%

3.7%

37.4% 19.4% 39.5%

■はい　■いいえ　■どちらともいえない　■無回答

Ｈ１８

Ｈ２３

総 計

　

今
冬
、
い
ず
れ
の
電
力
管
内
で
も
瞬
間

的
な
需
要
変
動
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要

と
さ
れ
る
予
備
率
３
％
以
上
を
確
保
で
き

る
見
通
し
で
す
が
、
発
電
設
備
の
計
画
外

停
止
等
を
踏
ま
え
る
と
、
今
冬
の
電
力
需

給
は
、依
然
と
し
て
厳
し
い
見
通
し
で
す
。

　

政
府
、
電
力
会
社
に
お
い
て
は
、
引
き

続
き
供
給
力
確
保
の
最
大
限
の
努
力
を
し

て
い
く
と
の
こ
と
で
す
が
、
市
民
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
節
電
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
地
球
温

暖
化
防
止
の
一
環
と

し
て
、
生
活
様
式
の

見
直
し
を
含
め
た
節

電
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

今冬の節電へのご協力のお願い

家
庭
で
出
来
る

　
　
　

節
電
メ
ニ
ュ
ー
の
一
例

◆
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル　

●
夕
方
に
電
化
製
品
の
使
用
が
重

　

な
ら
な
い
よ
う
家
事
の
段
取
り

　

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

◆
暖
房
機
器

●
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
、
人
の
い

　

る
部
分
だ
け
を
温
め
る
よ
う
に

　

し
ま
し
ょ
う
。

●
設
定
温
度
を
「
中
」
ま
た
は

　
「
弱
」
に
す
る
よ
う
に
心
が
け

　

ま
し
ょ
う
。

●
エ
ア
コ
ン
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
定

　

期
的
（
２
週
間
に
１
回
程
度
）

　

に
掃
除
し
ま
し
ょ
う
。

●
扇
風
機
や
サ
ー

　

キ
ュ
レ
ー
タ
ー

　

で
、
部
屋
の
上

　

部
の
暖
気
を
循

　

環
さ
せ
ま
し
ょ

　

う
。

●
こ
た
つ
は
、
上
掛
け
な
ど
を
活

　

用
し
、
暖
気
を
逃
さ
な
い
よ
う

　

に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
電
気
ポ
ッ
ト

● 

お
湯
は
コ
ン

ロ
で
沸
か
し
、

ポ
ッ
ト
の
電

源
は
切
り
ま

し
ょ
う
。

◆
洗
濯
機

●
容
量
の
80
％
程
度
を
目
安
に
ま

　

と
め
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
パ
ソ
コ
ン

●
省
電
力
設
定
を
活
用
し
ま

　

し
ょ
う
。

◆
掃
除
機

●
夕
方
の
ピ
ー
ク
時
は
、
モ
ッ

　

プ
や
ホ
ウ
キ
を
使
っ
て
み
ま

　

し
ょ
う
。

　

こ
の
他
に
も
各
家
庭
で
取
り

組
め
る
節
電
は
多
く
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
、
よ
ろ

し
く
お
願

い
い
た
し

ま
す
。

　

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
は
、

◆
年
末
は
、
12
月
29
日
（
土
）

　

ま
で
収
集
し
ま
す
。

◆
年
始
は
、
１
月
３
日
（
木
）

　

か
ら
収
集
し
ま
す
。

※ 

た
だ
し
、
１
月
１
日
（
火
）
が

資
源
ご
み
収
集
日
に
な
っ
て

い
る
、
志
布
志
地
区
の
田
之
浦

地
区
・
四
浦
地
区
・
森
山
地
区
・

潤
ヶ
野
地
区
・
八
野
地
区
に
つ

い
て
は
、
１
月
６
日
（
日
）
に

収
集
し
ま
す
。
前
日
の
５
日

（
土
）
に
コ
ン
テ
ナ
か
ご
を
配

布
し
ま
す
。

◆  

粗
大
ご
み
の
申
し
込
み
は
、
12

　

月
10
日
（
月
）
ま
で
に
受
付
さ

　

れ
た
分
に
つ
い
て
は
、
年
内
に

　

収
集
し
ま
す
。

◆ 

清
掃
セ
ン
タ
ー
は
、
12
月
29

日
（
土
）
か
ら
１
月
３
日
（
木
）

ま
で
休
み
で
す
。

◆
１
月
５
日
（
土
）
の
ア
ピ
ア
前

　

市
営
駐
車
場
で
の
資
源
ご
み
収

　

集
は
実
施
し
ま
す
。

年
末
年
始
の

ご
み
収
集
に
つ
い
て

　

今
冬
の
節
電
要
請
期
間

　　

寒
さ
が
厳
し
く
な
り
電
力
需
要
の

増
加
が
予
想
さ
れ
る
12
月
３
日
か
ら

３
月
29
日
の
平
日
午
前
８
時
か
ら
午

後
９
時
で
す
（
年
末
年
始
12
月
29
日

か
ら
１
月
４
日
を
除
き
ま
す
）。

※
特
に
、
夕
方
以
降
は
、
家
庭
の
ご

　

協
力
が
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。

※
節
電
を
お
願
い
す
る
期
間
・
時
間

　

帯
に
お
い
て
無
理
の
な
い
範
囲
で

　

の
節
電
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2012.12 ■市報しぶし　20

男女がともに認め合い、
いきいきと輝くまちをつくろう

男女共同参画社会
の実現を目指して

Vol.81

■問い合わせ先　
　企画政策課男女共同参画係　℡ 474-1111（内線 250・255）

女 性 支 援 相 談 室 開 催 日
【12 月・平成 25 年１月の相談日】※１月２日はお休みです

12 月 19 日（水）農村環境改善センター　午後 1：00 ～ 午後５：00
１月 16 日（水）   新橋地区公民館  　午後 1：00 ～ 午後５：00
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～インフルエンザ対策、 始めていますか？～

■健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
本庁保健課  TEL 474-1111　志布志支所福祉課   TEL 472-1111　松山支所市民課  TEL 487-2111
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今
年
も
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
が
活
発
に
活
動
す
る
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け

な
い
よ
う
、
感
染
予

防
の
対
策
を
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
時

　

期
は
？

　　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
一
度
流
行

し
始
め
る
と
、
短
期
間
に
た
く
さ
ん

の
人
へ
感
染
が
広
が
り
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
例
年
12
月
～
３
月
頃

に
流
行
し
ま
す
。

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す

　

る
た
め
に
は
？

①
流
行
前
に
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、

感
染
後
に
発
病
す
る
可
能
性
を
減
ら

す
効
果
と
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
っ
た
場
合
の
重
症
化
防
止
に
有
効

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
よ
る
効
果
の
出
現
は
２
週
間
程
度

要
す
る
た
め
、
12
月
中
旬
ま
で
に
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
終
え
る
事
が
理
想

で
す
。

②
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
主
な
感
染
経
路

は
、
咳
や
く
し
ゃ
み

に
よ
る
飛
沫
感
染
で

す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
場
合
で

も
、
全
く
症
状
の
な
い
人
や
風
邪
の

よ
う
な
症
状
の
み
で
経
過
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
飛
沫
感
染
対
策
と
し

て
、
普
段
か
ら
皆
が
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

（
※
）
を
心
掛
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

※
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
は
…

●
咳
や
く
し
ゃ
み
を
他
の
人
に
向
け

　

て
発
し
な
い
。

●
咳
が
出
る
と
き
は
で
き
る
だ
け
マ

　

ス
ク
を
す
る
。

● 

手
の
ひ
ら
で
咳
や
く
し
ゃ
み
を
受
け

止
め
た
と
き
は
、す
ぐ
に
手
を
洗
う
。

③
外
出
後
の
手
指
洗
浄

　

流
水
・
石
鹸

に
よ
る
手
洗
い

は
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
限
ら

ず
、
感
染
症
対

策
の
基
本
で
す
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
も
効
果
的
で
す
。

④
適
度
な
湿
度
の
保
持

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は

乾
燥
し
た
場
所
を
好
み
ま
す
。
ま

た
、
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
と
、
の

ど
の
粘
膜
の
防
御
機
能
が
低
下
す
る

た
め
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
加
湿
器
な
ど
を

使
い
、
湿
度
を
50
～
60
％
に
保
ち
ま

し
ょ
う
。

⑤
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

　

た
栄
養

　

体
の
抵
抗
力
を
高
め
る
た
め
、
休
養

と
栄
養
を
し
っ
か
り
と
り
ま
し
ょ
う
。

志
布
志
市
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
助
成
に
つ
い
て

◆
助
成
対
象
者
：
市
内
に
住
所
を
有

　

す
る
市
民

◆
費
用
（
自
己
負
担
額
）

●
市
内
医
療
機
関
：
１
回
５
０
０
円

●
市
外
医
療
機
関
：
接
種
費
用
か
ら

　

助
成
額
の
２
０
０
０
円
を
差
し
引

　

い
た
額

●
接
種
場
所
：
市
内
の
医
療
機
関
及

　

び
志
布
志
市
と
契
約
し
て
い
る
市

　

外
の
医
療
機
関

※ 

市
外
、
県
外
の
未
契
約
の
医
療
機

関
の
場
合
、
全
額
自
己
負
担
し
て

い
た
だ
き
、
後
日
、
領
収
書
等
の

必
要
書
類
と
と
も
に
市
役
所
で

申
請
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、

一
部
助
成
で

き
ま
す
。
詳

細
は
市
役
所

保
健
課
へ
お

問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
期
間
：
平
成
24
年
10
月
中
旬
～
平

　

成
25
年
２
月
28
日

●
接
種
時
必
要
な
も
の
：
住
所
と
年

　

齢
を
確
認
で
き
る
も
の（
保
険
証
、

　

医
療
受
給
者
証
等
）。
母
子
手
帳
。

四
種
混
合
予
防
接
種
が

　　　　　　　　　　　　

は
じ
ま
り
ま
す

　

平
成
24
年

11
月
か
ら
厚

生
労
働
省
の

承
認
を
う
け
、

三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン（
ジ
フ
テ
リ
ア
・

百
日
せ
き
・
破
傷
風
）
と
不
活
化
ポ

リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
混
合
で
あ
る
四
種

混
合
（
Ｄ
Ｐ
Ｔ
‐
Ｉ
Ｐ
Ｖ
）
ワ
ク
チ

ン
の
予
防
接
種
が
新
た
に
導
入
さ
れ

ま
し
た
。

　

対
象
は
平
成
24
年
８
月
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
受
け

た
子
ど
も
（
三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
と

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
未
接
種
の
人
）

に
限
り
ま
す
。

※
志
布
志
市
で
は
、
四
種
混
合
予
防

　

接
種
は
医
療
機
関
に
お
い
て
個
別

　

接
種
と
な
り
ま
す
。
対
象
に
な
り

　

次
第
通
知
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
：

　

保
健
課　

保
健
対
策
係

　

℡
：
０
９
９
‐
４
７
４
‐
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
６
８
）

■問い合わせ先　本庁 港湾商工課　℡ 099-474-1111（内線 286）

税
関
っ
て
ど
ん
な
と
こ
？

　

私
た
ち
は
貿
易
に
よ
り
豊
か
な
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。
日
本
は
、
世
界
各

国
と
貿
易
を
行
っ
て
い
て
、
毎
日
、
い

ろ
い
ろ
な
品
物
が
外
国
へ
輸
出
さ
れ
、

外
国
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
貿
易

に
は
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
き
ま
り

（
法
律
）
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、

健
康
で
安
全
な
く
ら
し
を
害
す
る
麻
薬

や
け
ん
銃
な
ど
は
輸
入
が
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
品
物
を
輸
入
し
よ
う

と
す
る
人
は
、
そ
の
品
物
に
応
じ
て
関

税
や
消
費
税
な
ど
の
税
金
を
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

税
関
は
、こ
う
し
た
き
ま
り
（
法
律
）

が
守
ら
れ
正
し
く
貿
易
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
、
全
国
各
地
の
港
や
空
港
で
、
外

国
に
輸
出
さ
れ
る
品

物
や
外
国
か
ら
輸
入

さ
れ
る
品
物
を
書
類

で
審
査
し
た
り
、
実

際
に
品
物
を
検
査
し

た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
麻
薬
探
知
犬

や
Ｘ
線
検
査
装
置
な

ど
を
使
っ
て
、
輸
出

入
が
禁
止
さ
れ
て
い

る
品
物
が
か
く
さ
れ

て
い
な
い
か
の
検
査

も
し
て
い
ま
す
。

　

税
関
に
は
大
き
く

分
け
て
「
税
」
に
関

す
る
仕
事
と
「
関
」
に
関
す
る
仕
事
が

あ
り
ま
す
。

◆
「
税
」
の
仕
事
と
は

　

外
国
か
ら
輸
入
さ
れ
る
品
物
の
な
か

に
は
、
日
本
に
持
ち
込
む
時
に
国
内
産

業
を
保
護
す
る
た
め
の
関
税
や
消
費
税

な
ど
の
税
金
が
掛
か
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
税
金
の
徴
税
を
行
っ
て

い
ま
す
。

◆
「
関
」
の
仕
事
と
は

　

外
国
へ
品
物
を
輸
出
す
る
人
、
ま
た

は
、外
国
か
ら
品
物
を
輸
入
す
る
人
は
、

何
を
輸
出
入
す
る
か
を
税
関
に
伝
え
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
輸
出
入

す
る
内
容
が
正
し
い

か
書
類
で
チ
ェ
ッ
ク

し
た
り
、
実
際
に
品

物
を
検
査
し
た
り
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
麻
薬
や
け

ん
銃
、
偽
ブ
ラ
ン
ド

品
や
絶
滅
の
お
そ
れ

の
あ
る
動
植
物
が
密

輸
さ
れ
な
い
よ
う
に
、

空
港
や
港
な
ど
で
取

締
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。

税関イメージキャラクター

カスタムくん

志
布
志
出
張
所
に
つ
い
て

　

長
崎
税
関
鹿
児
島
税
関
支
署
志
布
志
出
張
所
は
、
志
布
志
警
察

署
近
く
の
「
港
湾
合
同
庁
舎
内
」
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
、
鹿
児
島
県
内
に
は
鹿
児
島
税
関
支
署
を
は
じ
め
川

内
、
枕
崎
、
鹿
児
島
空
港
の
３
出
張
所
、
名
瀬
の
１
監
視
署
が
あ

り
税
関
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

密
輸
情
報
提
供
の
お
願
い

　

海
・
港
に
関
す
る
国
の
機
関
は
、「
海
上
保
安
庁
」
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
財

務
省
「
税
関
」
で
も
港
・
空
港
に
お
い
て
麻
薬
等
の
密
輸
取
締
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
税

関
業
務
に
つ
い
て
の
ご
質
問
や
、
団
体
の
会
議
な
ど
に
お
い
て
講
話
等
を
希
望
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ま
た
、
港
や
旅
行
先
等
で
、
不
審
な
貨
物
や
人
物
を
見
か
け
た
、

あ
る
い
は
不
審
な
会
話
を
耳
に
し
た
な
ど
あ
れ
ば
、
税
関
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：
鹿
児
島
税
関
支
署
志
布
志
出
張
所

　

℡
：
０
９
９
‐
４
７
２
‐
１
６
８
９

※ 

税
関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://w

w
w

.custom
s.go.jp/

　
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
税
関
チ
ャ
ン
ネ
ル
【You Tube

】
も
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

鹿
児
島
税
関
支
署
志
布
志
出
張
所
で
は
、
平
成
23
年
５
月
に
国
が
重
点
整
備
を

行
う
「
国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
」
に
指
定
さ
れ
た
港
の
あ
る
志
布
志
市
の
皆
さ
ん
に
、

税
関
の
業
務
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
考
え
、３
か
月
に
わ
た
り『
税
関
』

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

０
１
２
０
‐
４
６
１
‐
９
６
１
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Japanese poem
 of 31 syllables *Haiku poem

 * Com
ic Haiku *2012.12

さ
つ
ま
狂
句
（
有
明
町
さ
つ
ま
狂
句
同
好
会
）

兼
題
「
一ひ
と
い
っ息
」　

も
一ひ
と
い
っ息　

頑き

ば張
れ
ち
郷ご
じ
ゅ中
ん　

道み
っ
つ
く

路
作
い　
　
　
　

丸
目
南
兵
衛

（
評
）　

老
い
も
若
き
も
集
落
総
出
で
の
道
路
美
化
、
補
修
作
業
。
夏
の
暑
さ
の
残
る
き
つ
い

　
　
　

 

作
業
で
す
。み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
も
う
一
息
。爺
の
励
ま
し
で
疲
れ
も
吹
っ
飛
ん
だ
。

兼
題
「
正し
ょ
が
っ月
」　

上か
ん
ざ座
か
い　

全ず
る
っ部
爺じ
ば
ば婆
で　

寄よ

い
正し
ょ
が
っ月　

　
　
　
　

畑
山　

敏
昭

（
評
）　

正
月
を
迎
え
る
と
す
ぐ
、
親
族
一
同
が
寄
り
集
ま
っ
て
の
新
年
会
。
最
近
は
過
疎
、
高

　
　
　

 

齢
化
が
進
み
若
手
が
少
な
く
な
っ
た
。
寂
し
い
け
れ
ど
高
齢
者
だ
け
で
親
睦
を
図
ろ
う
。

兼
題
「
夕さ

だ
っ立

」　

夕さ
だ
っ
わ
ろ

立
奴　

稲い
ね
か刈

い
の
衆し

を　

振ふ

い
回ま

え
っ　
　
　
　

小
蓬
原
忠
則

（
評
）　

専
業
農
家
で
は
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
の
機
械
化
営
農
が
進
ん
で
い
る
。だ
が
自
家
用
に
と
か
、

　
　
　

  

沼
田
の
稲
刈
り
は
天
気
の
影
響
が
大
き
い
。夕
立
に
悩
ま
さ
れ
る
心
の
怒
り
が
噴
出
し
た
。

短
歌
（
は
な
さ
い
短
歌
会
）

露
ふ
ふ
む
葉
牡
丹
は
手
に
重
た
か
り
ゆ
る
ゆ
る
上
る
年
の
瀬
の
坂 

南　
　

史
郎

今
年
ま
た
沢
山
の
実
を
落
と
し
て
る
銀
杏
大
樹
の
ほ
こ
ら
を
覗
く 

有
馬
ケ
イ
子

野
も
山
も
紅
燃
え
る
里
の
秋
夕
日
の
彼
方
鷹
柱
ゆ
く 

内
山　

幸
夫

柿
の
実
の
た
わ
わ
実
り
て
色
付
き
ぬ
秋
陽
を
あ
び
て
真
赤
に
輝
き 

江
蔵　

成
子

藁
し
べ
が
長
者
に
な
り
た
る
い
い
話
藁
つ
と
納
豆
発
酵
は
じ
む 

折
田　

縫
子

幾
年
を
耐
え
て
来
た
の
か
銀
杏
の
木
再
び
敷
か
る
黄
金
の
じ
ゅ
う
た
ん 

小
宮　

展
子

前
庭
の
石
灯
籠
を
見
る
度
に
ひ
孫
の
成
長
案
ず
る
夕
暮
れ 

東
郷
ミ
イ
子

小
笊
二
つ
赤
唐
辛
子
ぎ
ん
な
ん
も
干
さ
れ
て
午
後
の
縁
先
の
お
茶 

松
原
ひ
ろ
え

若
武
者
の
放
つ
鏑
矢
的
射
貫
き
装
束
ま
ぶ
し
あ
ぶ
み
も
安
定 

満
園　

正
夫

名
月
や
白
さ
ぎ
一
羽
声
高
く
地
に
影
お
と
し
夜
空
翔
け
ゆ
く 

渡
辺
ク
ミ
子

短
歌
（
松
山
南
船
短
歌
会
）

梅
雨
明
け
の
葉
群
は
み
出
す
八
朔
の
顔
あ
り
三
十
個
湯
呑
み
の
ほ
ど
な
る 

畑　

美
佐
子

仏
像
の
台
座
に
彫
ら
れ
し
蓮
葉
型
み
ど
り
の
大
葉
が
雨
を
こ
ろ
ば
す 

前
原　
　

恭

デ
イ
に
行
き
帰
り
し
庭
に
う
ぐ
い
す
の
一
声
高
く
吾
を
迎
へ
る 

永
田
ミ
ツ
エ

市
の
企
画
「
元
気
は
つ
ら
つ
」
週
一
回
思
わ
ぬ
悦
び
食
慾
も
増
し 

山
口　

良
子

夕
暮
れ
の
舗
装
道
路
を
散
歩
す
る
演
技
す
る
が
に
燕
の
低
空 

隈
元　

チ
エ

初
め
て
の
海
外
だ
よ
と
イ
ギ
リ
ス
へ
孫
旅
立
ち
ぬ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に 

野
口　

順
子

あ
じ
さ
い
の
色
も
何
だ
か
寂
し
く
て
人
恋
し
げ
に
唄
っ
て
い
る
よ
な 

石
橋　

道
子

亡
き
姉
の
早
三
回
忌
仏
前
に
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
を 

川
添
八
重
子

よ
さ
こ
い
の
激
し
き
踊
り
に
入
所
者
の
飛
び
入
り
踊
る
も
バ
ラ
ン
ス
く
ず
す 

中
島　
　

昭

「
今
は
唯
楽
し
さ
だ
け
が
甦
え
る
」
長
姉
九
十
苦
を
苦
と
も
せ
ず 

大
迫　

鈴
子

ニ
ュ
ー
ス
聞
き
金
星
食
と
知
ら
さ
れ
し
不
思
議
な
る
か
な
宇
宙
の
世
界 

吉
元　

道
子

長
雨
に
庭
の
雑
草
は
び
こ
り
て
何
時
ま
で
続
く
草
と
の
戦
い 

山
口　

カ
ツ

長
き
日
を
病
と
闘
い
義
兄
逝
く
小
雨
降
る
夜
の
亡
夫
と
重
な
り 

藤
田
ミ
チ
子

俳
句
（
ぎ
ん
な
ん
俳
句
会
）

思
は
ざ
る
天
為
の
命
枇
杷
の
花 

河
野　

通
人

小
春
日
や
弥
生
を
身
近
に
せ
し
古
墳 

冨
山　

達
次

共
に
食
む
熱
き
味
噌
汁
小
鳥
来
る 

冨
山　

茂
子

名
月
や
煌
め
く
水
面
舟
溜
り 

和
田 

千
恵
子

読
み
聞
か
す
イ
ソ
ッ
プ
童
話
秋
の
夜 

北
野　

治
美

無
花
果
や
お
も
し
ろ
き
こ
と
ま
だ
多
し 

吉
村　

万
里

単
行
本
読
み
ふ
け
り
ゆ
く
夜
長
か
な 

永
吉
佐
代
子

何
思
う
て
投
石
ひ
と
り
冬
の
海 

目
黒　

文
恵

公
園
の
水
無
き
小
川
落
葉
塚 

本
村
ミ
ツ
子

実
南
天
延
命
橋
に
色
を
添
へ 

北
川　

雨
水

団
栗
や
思
い
出
一
つ
拾
ひ
あ
げ 

刀
坂
由
美
子

山
々
の
遠
く
に
秋
の
ち
ぎ
れ
雲 

堂
園 

悦
子

散
り
敷
け
る
銀
杏
の
黄も
み
じ葉
宝
満
寺 

竪
山　

ヨ
リ

冬
め
く
や
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
の
温
か
し 

川
上　
　

豊

立
冬
や
肩
の
力
を
少
し
抜
き 

和
田　

洋
文

短
歌
（
南
船
志
布
志
短
歌
会
）

一
対
の
と
ん
び
舞
ひ
去
り
ま
た
一
対
無
人
の
駅
頭
天
に
雲
な
し 

竹
永　

南
海

お
陰
様
で
み
ん
な
忘
れ
て
満
月
と
お
話
し
し
て
ま
す
特
老
の
個
室 

暉
峻　

康
瑞

夕
陽
を
西
へ
西
へ
と
追
い
か
け
て
落
ち
る
地
平
線
一
度
は
見
た
し 

池
ノ
上
一
枝

庭
先
の
広
場
に
立
ち
て
な
が
め
を
り
し
ば
し
た
だ
よ
ふ
秋
あ
か
ね
か
な 

岡
元　

初
子

無
料
で
も
登
り
た
く
な
し
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
画
像
の
地
の
面
に
身
震
い
が
す
る 

児
玉　

末
子

母
の
日
や
節
目
ふ
し
目
を
祝
ぎ
く
れ
し
嫁
の
心
根
私
の
宝 

林　
　

靜
子

住
む
者
の
老
い
老
い
た
れ
ば
古
家
の
あ
ち
こ
ち
痛
む
も
詮
方
な
し
や 

平
川　

澄
子

転
ぶ
な
と
言
わ
れ
る
齢
こ
ろ
ん
で
も
や
り
直
し
き
く
頃
が
な
つ
か
し 

益
倉　

睦
美

夕
庭
に
ひ
ぐ
ら
し
の
声
細
く
な
り
う
つ
つ
も
人
も
移
ろ
い
速
し 

松
下　

芙
美

金
柑
に
羽
音
震
は
す
蜜
蜂
の
お
り
お
り
こ
ぼ
す
白
き
微
塵
花 

宮
原　

順
子

三
十
三
回
忌
迎
え
て
知
り
た
る
姑
の
恩
わ
れ
姑
と
な
り
三
十
年
を
過
ぐ 

山
田　

和
子

た
っ
た
っ
と
夜
半
の
降
り
出
づ
雨
だ
れ
よ
眠
れ
ぬ
ま
ま
に
歌
詠
み
い
る 

山
元
ハ
ツ
ミ

さ
よ
な
ら
の
言
葉
言
い
得
ず
別
れ
た
る
駅
の
ホ
ー
ム
の
秋
深
き
朝 

若
松
田
鶴
子

 

安留詩
し お ん

恩ちゃん

外岩戸晟
せいじ

士ちゃん

重久　華
はな

ちゃん

末永蓮
れ あ

空ちゃん

永田脩
しゅうと

大ちゃん

新越菜
な み

未ちゃん井上　雅
みやび

ちゃん

森重奈
な な

々ちゃん

大峰麿
ま ひ ろ

海ちゃん

※ 

11
月
に
行
っ
た
５
歳

児
歯
科
健
診
で
、
む

し
歯
も
処
置
歯
も
な

か
っ
た
子
ど
も
た
ち

で
す
。
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志布志イルミネーション 2012

（詳しくは 1 月号に掲載します）
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緑
茶
パ
ワ
ー
で
元
気
を
茶チ
ャ

～
ジ
！

11
月
25
日
、
曽
於
地
区
の
茶
業
振
興
大
会

が
市
の
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
「
緑
茶
の
パ
ワ
ー
で
健
康
長
寿
！
」
と
い

う
標
題
で
開
催
さ
れ
、
講
演
に
は
鹿
児
島
県

の
お
茶
処
で
も
あ
る
旧
知
覧
町
出
身
で
、
現

在
は
静
岡
県
掛
川
市
緑
茶
予
防
医
学
・
健
康

科
学
研
究
所
所
長
の
鮫
島
庸
一
先
生
を
講
師

に
お
迎
え
し
ま
し
た
。
掛
川
市
に
つ
い
て
は
、

昨
年
1
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
「
日
本
一
胃

が
ん
の
発
生
率
が
低
い
ま
ち
」
と
し
て
紹
介

さ
れ
、
検
証
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
理

由
の
１
つ
に
緑
茶
の
多
飲
が
習
慣
と
し
て
深

く
根
付
い
て
い
る
こ
と
（
同
市
の
緑
茶
消
費

量
は
鹿
児
島
の
４
倍
！
）
が
関
係
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
し
か

し
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
疫
学
的
に
ま
だ
証
明

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
同
市
に
お

い
て
は
農
林
水
産
省
の
委
託
事
業
と
し
て
「
掛

川
ス
タ
デ
ィ
」
を
平
成
21
年
か
ら
ス
タ
ー
ト

さ
せ
、
鮫
島
先
生
を
中
心
に
緑
茶
の
持
つ
驚

く
べ
き
パ
ワ
ー
が
証
明
さ
れ
よ
う
と
い
う
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
県
内
有
数
の
お

茶
処
で
あ
り
ま
す
の
で
、
私
自
身
も
掛
川
市

に
足
を
運
び
、
こ
の
事
業
に
つ
い
て
学
ば
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
度
、
ま

ず
は
市
内
の
5
つ
の
小
学
校
と
2
つ
の
中
学

校
の
子
ど
も
達
が
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
志
布

志 

茶
レ
ン
ジ
風
邪
な
し
運
動
「
み
ん
な
で
元

気
を
茶
ー
ジ
し
よ
う
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
の
も
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
モ

デ
ル
事
業
に
よ
っ
て
、
今
年
の
冬
は
絶
対
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
や
風
邪
に
罹
ら
な
い
、
元
気
な
子

ど
も
づ
く
り
が
達
成
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ま
た
今
回
は
ス
タ
ー
ト
の
年
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
モ
デ
ル
事
業
と
い
う
形
に
な
り
ま

し
た
が
、
来
年
度
は
こ
の
成
果
を
見
な
が
ら
全

て
の
小
・
中
学
校
に
広
め
て
い
き
た
い
、
ま
た

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
お
茶
を
た
く

さ
ん
飲
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
事
業
の
展
開

を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

志
布
志
市
は
「
健
康
づ
く
り
日
本
一
」
を
か

か
げ
、
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
目

標
の
特
定
健
診
の
受
診
率
70
％
を
達
成
で
き
れ

ば
、
間
違
い
な
く
同
規
模
の
自
治
体
で
は
日
本

一
の
受
診
率
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
日
本
一
に
な
る
こ
と
が
目
的
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
多
く
の
方
が
健
診
を
受
け
て
、
生
活
習

慣
病
の
早
期
発
見
に
よ
り
重
篤
な
病
気
を
予
防

で
き
る
。
そ
れ
に
よ
り
医
療
費
も
下
が
り
、
元

気
で
暮
ら
せ
る
時
間
が
長
く
な
れ
ば
そ
れ
は
市

民
の
皆
様
の
幸
せ
へ
と
繋
が
る
は
ず
で
す
。
お

茶
の
消
費
拡
大
に
も
つ
な
が
る
今
回
の
事
業
や

そ
の
他
様
々
な
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
事
業
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
幸
せ
が
達
成
で
き

る
よ
う
、ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
衆
議
院
の
解
散
に
伴

う
選
挙
の
投
票
日
が
12
月
16
日
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
混
迷
す
る
日
本
の
新
し
い
将
来
を
決
め

る
大
切
な
選
挙
に
な
り
ま
す
の
で
、
全
て
の
有

権
者
が
投
票
に
行
か
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

今
か
ら
本
格
的
な
寒
い
時
期
に
な
り
ま
す
。

体
調
に
は
十
分
留
意
さ
れ
、
健
や
か
な
年
末

を
、ま
た
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

　

志
布
志
市
は
、
志
布
志
港
を
中
心
と
し
て
古

く
か
ら
栄
え
た
港
町
で
、
武
家
屋
敷
の
庭
園
や

中
世
山
城
な
ど
の
多
く
の
文
化
財
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
南
九
州
特
有
の
田
の

神
像
が
至
る
所
に
祀
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
地
域

の
風
土
に
根
ざ
し
た
歴
史
・
文
化
遺
産
が
多
く

現
存
し
て
い
ま
す
。
市
内
に
現
存
す
る
豊
か
な

文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
志
布
志
麓
庭
園

　

島
津
藩
主
は
領
内
に｢

麓｣

と
呼
ば
れ
る
郷

士
の
集
住
地
を
設
け
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
で
あ

る｢

志
布
志
麓｣

は
、

隣
藩
と
の
境
界
に
位

置
す
る
海
陸
交
通
の

要
衝
と
し
て
、
藩
内

で
も
有
数
の
規
模
を

誇
り
ま
し
た
。

志
布
志
麓
は
、
志
布

志
城
に
囲
ま
れ
た
谷

間
に
武
家
屋
敷
や
寺

院
が
立
ち
並
び
、
さ
ら
に
近
代
以
降
も
手
を
加

え
ら
れ
な
が
ら
、
現
在
で
も
多
く
の
住
宅
庭
園

が
残
さ
れ
て
い
て
、
国
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

◆
宝
満
寺
跡

　

宝
満
寺
は
奈
良
時
代
に
聖
武
天
皇
が
、
内
政

の
安
定
を
図
る
た
め
に
各
地
に
建
て
ら
れ
た
勅

願
所
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

廃は
い
ぶ
つ
き
し
ゃ
く

仏
毀
釈
に
よ
り
廃
寺
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
当
時
を
し
の
ば
せ
る
庭
園
な
ど
が
残
っ
て

い
て
、
県
指
定
の
史
跡
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
熊
野
神
社
の
神
舞

　

奈
良
時
代
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
有
明
町
蓬

原
の
熊
野
神
社
に
は
、
１
６
７
９
年
に
蟻ぎ
け
つ穴

和
尚
に
よ
っ
て
書
か

れ
た
神
舞
書
が
現
存

し
、
今
で
も
神
舞
の

全
段
が
継
承
さ
れ
て

い
ま
す
。
熊
野
神
社

の
神
舞
は
、
県
指
定

の
無
形
民
俗
文
化
財

と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
山
頭
火
の
句
碑

　

昭
和
の
芭
蕉
と
い
わ
れ
た
放
浪
の
俳
人
、
種

田
山
頭
火
は
昭
和
５
年
に
志
布
志
を
訪
れ
数
多

く
の
句
を
読
ん
で
い
て
、
そ
の
足
跡
を
た
ど
る
よ

う
に
市
内
随
所
に
句
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

心
情
や
情
景
を
素
直
に
表
現
し
た
、
定
型
に

縛
ら
れ
ず
に
作
ら
れ
た
山
頭
火
の
句
は
、
多
く

の
人
の
心
を
引
き
つ
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：
志
布
志
市 

企
画
政
策
課

　

℡
０
９
９
‐
４
７
４
‐
１
１
１
１（
２
５
６
）

　

都
城
市
、三
股
町
、曽
於
市
、志
布
志
市
で

形
成
す
る「
都
城
広
域
定
住
自
立
圏
」。こ
の

圏
域
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
や
魅
力

を
、各
市
町
の
広
報
紙
に
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し

ま
す
。今
回
は
、志
布
志
市
を
紹
介
し
ま
す
。

市
長
コ
ラ
ム

本
田 

修
一
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　衆議院議員総選挙とは、衆議院の議員を選ぶための日本の国政選挙です。
　衆議院の任期は４年で、総選挙には、任期満了による総選挙と解散による総選挙があり
ます。今回の総選挙は、平成 24 年 11 月 16 日の衆議院解散によるものです。
　有権者の皆さんは、自分の意志を政治に生かす機会を無駄にせず、棄権することなく一
票を投じましょう。

◆本市で投票できるのは次の人たちです。
　日本国籍を有する人で、次の二つの要件です。
（１）平成４年 12 月 17 日以前に生まれた人
（２）平成 24 年９月３日以前から市内に住所がある人
※平成 24 年９月４日以降に他の市町村から転入された
　人は、前住所地の市町村で選挙人名簿に登録がされて
　いれば、前住所地で投票することができますので、前
　住所地の市町村選挙管理委員会までお問い合わせくだ
　さい。

◆投票所入場券
　12 月３日（月）までに郵送で各世帯に発送する予定
です。１枚のはがき（圧着式はがきなので、はがしてく
ださい。）に、世帯別で最大４人分の入場券が印刷して
あります。必ず切り離して、投票所へお持ちください。
※入場券がない場合でも、選挙人名簿に登録されている
　人は投票することができますので、投票受付時にその
　旨をお申し出ください。

◆期日前投票及び不在者投票
　投票日当日に仕事や所用で投票所に行けない人は、期
日前投票や不在者投票ができます。
●期日前投票
　期日前投票所は、次のとおり志布志市内３ヶ所に設置
されています。
●期間：
・衆議院議員総選挙：12 月５日（水）から 12 月 15 日（土）まで
・最高裁判所裁判官国民審査：12 月９日（日）から 12 月 15 日（土）まで
※投票期間が異なるので注意してください。
●時間：午前 8時 30 分から午後 8時まで

●場所：	市役所松山支所隣老人福祉センター
	 市役所志布志支所 1階会議室
	 市役所本庁隣志布志市農村環境改善センター
※	今回の期日前投票は、市内全域 3か所の期日前投票
所で投票を行うことができます。
●不在者投票
　郵便等による不在者投票、指定病院等の不在者投票は、
選挙管理委員会までお問い合わせください。

◆当日投票
　午前 7 時から午後 7 時まで投票できます。ただし、
志布志地区の四浦地域ふれあいセンターは、午後 6時
までとなります。

■問い合わせ先　志布志市選挙管理委員会
　　　　　　　　　　　　℡ 099-474-1111（内線 352）

第 46 回衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判官国民審査は、
12 月 16 日（日）が投票日です。

2012.12/16
※国民審査とは？… 最高裁判所の裁判官は、任命後初の衆議院議員総選挙の投票日に国民審査を受け、その後は審査
　から 10 年を経過した後に行われる衆議院議員総選挙に再審査を受けることになっています。
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⑨
株
式
会
社
大
隅
衛
生
志
布
志

　

第
９
回
は
、
株
式
会
社
大
隅
衛
生

志
布
志
の
交
通
安
全
に
対
す
る
取
り

組
み
を
伺
い
ま
し
た
。

　

同
社
は
社
員
が
50
名
、
17
台
の
バ

キ
ュ
ー
ム
カ
ー
を
含
む
45
台
の
車
両
で

志
布
志
市
と
大
崎
町
を
事
業
の
範
囲
と

し
、
市
内
の
隅
か
ら
隅
ま
で
走
り
回
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
「
と
に
か
く
車
で
作
業
を
す
る
仕

事
な
の
で
車
両
点
検
に
は
特
に
気
を

遣
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
岡
留

敏
弘
安
全
運
転
管
理
者
。
日
頃
の
点

検
及
び
週
に
1
回
の
一
斉
点
検
と
、

2
か
月
に
1
回
の
整
備
工
場
の
方
に

よ
る
点
検
は
欠
か
せ
な
い
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
同
社
の
車
両
全
て
に
車
載

カ
メ
ラ
を
搭
載
。
運
転
後
は
ス
ピ
ー

ド
や
一
時
停
止
な
ど
の
運
転
状
況
を

確
認
し
て
い
ま
す
。
こ
の
車
載
カ
メ

ラ
の
運
用
を
始
め
て
3
年
、
事
故
の

際
に
も
証
拠
と
な
る
な
ど
、
自
己
防

衛
に
も
役
立
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

他
に
も
毎
朝
の
朝
礼
で
は
、
危
険

な
運
転
や
軽
微
な
事
故
な
ど
が
あ
っ

た
場
合
に
必
ず
報
告
し
、
運
転
に
当

た
っ
て
危
険
な
場
所
な
ど
の
情
報
を

共
有
す
る
な
ど
の
対
策
は
怠
り
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
車
に
乗
る
全
て
の
社
員

に
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
カ
ー
を
配
布
、

個
人
で
は
毎
日
、
全
体
で
も
週
に
1

度
は
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
る
そ
う

で
、
自
己
管
理
の
徹
底
に
よ
り
会
社

を
守
る
気
風
が
養
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
高
太
代
表
取
締
役
は
「
目
立
つ

車
が
会
社
の
看
板
。
住
民
の
方
に
不

快
な
思
い
を
さ
せ
る
よ
う
な
運
転
は

厳
禁
で
す
。
社
員
一
人
一
人
の
心
掛

け
が
地
域
を
守
り
、
会
社
を
守
る
ん

で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

交 通 事 故 状 況　平成 24 年 10 月末現在

区　分 発生件数 死  者 傷　者
県　下 7843【-436】 56【-11 9468【-635】

志布志市 141【-19】 4【0】 178【-31】

志布志地区 82 2 97

有明地区 54 2 76

松山地区 5 ０ 5
※【　】は昨年比　

安全運転に一役買っている車載カメラ

交 通 事 故 防 止 は 貴 方 が 主 役 で す

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給

　　

老
齢
基
礎
年
金
の
本
来
の
支
給
開
始

年
齢
は
65
歳
か
ら
で
す
が
、
受
給
資
格
要

件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
、
60
歳
か
ら

65
歳
未
満
の
間
に
支
給
開
始
時
期
を
繰

上
げ
て
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

繰
上
げ
た
場
合
は
、
繰
上
げ
請
求
を

し
た
月
に
応
じ
て
、
減
額
さ
れ
た
年
金

を
受
け
ら
れ
ま
す
。
付
加
年
金
に
つ
い

て
も
同
様
に
扱
わ
れ
ま
す
。

◆
支
給
開
始
月
に
つ
い
て

　

繰
上
げ
請
求
を
行
っ
た
月
の
翌
月
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
減
額
率
に
つ
い
て

　

請
求
し
た
月
に
応
じ
て
減
額
率
が
異

な
り
ま
す
。

◆
繰
上
げ
請
求
を
す
る
場
合
の
注
意
点

●
繰
上
げ
請
求
に
よ
っ
て
減
額
さ
れ
た

　

年
金
額
は
、
65
歳
に
な
っ
て
も
引
き
上

　

げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
減
額
さ
れ
た

　

年
金
を
一
生
受
け
取
る
こ
と
に
な
り

　

ま
す
。

●
繰
上
げ
請
求
し
た
後
に
他
の
公
的
年
金

　

の
加
入
期
間
な
ど
が
わ
か
っ
て
も
繰
上

　

げ
請
求
を
取
消
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

● 
繰
上
げ
請
求
し
た
後
に
、
障
害
に

な
っ
た
り
障
害
の
程
度
が
重
く
な
っ
て

も
、障
害
基
礎
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
繰
上
げ
請
求
す
る
と
、
国
民
年
金
の

　

任
意
加
入
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

●
遺
族
厚
生
年
金
を
受
け
て
い
る
方

　

は
、
遺
族
厚
生
年
金
が
、
65
歳
に
な

　

る
ま
で
は
支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。
な

　

お
、
繰
上
げ
請
求
し
た
後
に
遺
族
厚

　

生
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

　

た
と
き
は
、
老
齢
基
礎
年
金
と
遺
族

　

厚
生
年
金
に
つ
い
て
、
請
求
者
が
選

　

択
す
る
一
方
し
か
支
給
さ
れ
ま
せ

　

ん
。（
65
歳
か
ら
は
両
方
と
も
受
け

　

ら
れ
ま
す
）

後
納
制
度
に
つ
い
て

　　

平
成
24
年
10
月
か
ら
過
去
10
年
間
に

納
め
忘
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
が
あ
る

場
合
、
期
間
を
３
年
に
限
り
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

後
納
保
険
料
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

●
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
増
額
さ
れ

　

ま
す
。

●
年
金
の
受
給
資
格
が
得
ら
れ
る
可
能

　

性
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
年
金
係

　

又
は
鹿
屋
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
市
民
環
境
課　

年
金
係

　

℡
０
９
９
‐
４
７
４
‐
１
１
１
１

●
鹿
屋
年
金
事
務
所

　

℡
０
９
９
４
‐
４
２
‐
５
１
２
１

年
金
情
報

■Pension information

市
役
所 

本
庁   

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
１
１
６
）

松
山
支
所  

４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
２
２
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
２
２
３
）

　

寒
さ
も
厳
し
さ
を
増
す
時
期
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
は
電
気
こ
た
つ
、
石
油
ス

ト
ー
ブ
の
暖
房
器
具
の
取
扱
い
に
つ

い
て
、注
意
点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
電
気
こ
た
つ

●
こ
た
つ
の
中
で
衣
類
な
ど
を
乾
か

　

さ
な
い
。

●
座
椅
子
、
座
ぶ
と
ん
、
上
掛
け
な

　

ど
が
こ
た
つ
の
ヒ
ー
タ
ー
に
近
接

　

し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
。

●
電
源
コ
ー
ド
を
折
り
曲
げ
た
り
、

　

ね
じ
っ
た
り
し
な
い
。

②
石
油
ス
ト
ー
ブ

●
洗
濯
物
等
の
乾
燥
や
、カ
ー
テ
ン
、

　

新
聞
紙
な
ど
可
燃
物
の
近
く
で
使

　

用
し
な
い
。

●
定
期
的
に
換
気
を
行
う
。

●
給
油
の
際
は
完
全
に
火
が
消
え
た

　

こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
行
う
。

●
間
違
っ
て
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
な
い

　

よ
う
、
灯
油
の
そ
ば
に
ガ
ソ
リ
ン

　

を
保
管
し
な
い
。

◆
消
費
生
活
相
談
窓
口
で
は
、
５
人

　

以
上
の
団
体
で
あ
れ
ば
、
こ
ち
ら

　

か
ら
出
向
き
消
費
生
活
に
関
す
る

　

話
を
致
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用

　

く
だ
さ
い
。

◆
消
費
生
活
巡
回
相
談
日

●
12
月
18
日　

10
時
か
ら
15
時

　

松
山
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
１
月
９
日
10
時
か
ら
15
時

　

志
布
志
健
康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

知 っ て る？　 消 費 生 活 Vol.22

♥
開
催
日
：
平
成
25
年
２
月
10
日
（
日
）

　

受
付
：
９
時
か
ら

　

終
了
予
定
：
18
時
30
分

♥
場
所
：

　

市
内
観
光
農
園　

ほ
か

♥
募
集
期
間
：

　

平
成
24
年
12
月
３
日
（
月
）
か
ら

　

平
成
25
年
１
月
16
日
（
水
）

♥
対
象
者
：

　

20
歳
か
ら
40
歳
の
独
身
の
方

　
（
市
内
外
問
い
ま
せ
ん
）

♥
募
集
人
数
：

　

男
性
20
名 　

女
性
20
名

♥
参
加
費
：

　

男
性　

１
５
０
０
円　

　

女
性　

１
０
０
０
円

♥ 

内
容
：
午
前
中
に
イ
チ
ゴ
狩
り
と
ハ
ー

ブ
狩
り
を
行
い
ま
す
。
昼
食
後
は
摘
ん

だ
イ
チ
ゴ
と
ハ
ー
ブ
で
お
菓
子
作
り
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

左
記
の
申
し
込
み
先
へ
、電
話
、フ
ァ
ッ

ク
ス
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
ニ
ッ
ク

ネ
ー
ム
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
：

　

志
布
志
市
役
所  

企
画
政
策
課 

　

℡
：
０
９
９
‐
４
７
４
‐
１
１
１
１（
２
５
７
）

　

Fax
：
０
９
９
‐
４
７
４
‐
２
２
８
１

　

メ
ー
ル
：tiikiseisaku@

city.shibushi.lg.jp

　　

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

～ イチゴ一
い ち え

会 ～
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消 

費 

者 

ホ 

ッ 

ト 

ラ 

イ 

ン　

℡
：
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
３
７
０

■
問
い
合
わ
せ
先
：
●
本
庁
港
湾
商
工
課
商
工
振
興
係　

℡
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
８
９
）

　
　
　
　
　
　

●
松
山
支
所
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係　

℡
４
８
７
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
２
２
）

　
　
　
　
　
　

●
志
布
志
支
所
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係　

℡
４
７
２
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
５
４
）

 

寒
い
時
期
に
起
こ
る
暖
房
器
具
に
よ
る
事
故
防
止
に
つ
い
て

こたつ内に入れた衣類から発火しました
（写真提供：nite･ 製品安全センター）

青年団主催　カップリングパーティー
■問い合わせ先：企画政策課地域政策係　℡４７４- １１１１（内線２５２・２５７）

　イチゴ狩りのあとは摘んだイチゴでスイーツ作り♪楽しいカップリング

イベントとなっています！イチゴのように甘～い恋をしてみませんか？？

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ



郵便はがき

お手数ですが

50円切手を

お貼りください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、実名で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　　）　　－

由羽美 さん  (志布志町)   21 歳

勤務先 ：（株）鹿児島鰻
趣味 ： 買い物・ドライブ
理想の異性 ： 私を理解してくれる人。
休日の過ごし方 ：買い物、家でゆっくり。
今のお仕事はどうですか？ ： 楽しんで頑張っ
ています。
夢は？ ： お嫁さんになりたいです。
同僚から一言 ( 末田さん ) ： 林さんはいつも明
るく笑顔で、どんな仕事でも積極的に頑張ってい
ます。そんな林さんに、私はたくさん元気を貰っ
ています！ありがとう。これからも仕事のパート
ナーとして一緒に元気いっぱい頑張ろうね！

　重德さん　（92 歳）
　　　カズ子さん　（87 歳）（志布志町）

　「結婚して 66 年、子どもが 6 人、孫が 14 人、ひ孫が８人。
家族の繋がりがとてもありがたく、大切に思っています」と

話してくれたのは重德さんとカズ子さんのご夫妻です。
　「年齢を重ねるとやることが無くなってきます。そんな中でも

自分の心を支えるために、生きがいを見つけて、新しい事にもど
んどん挑戦していきたい」と話してくれた重德さん。健康管理も完

璧で「暴飲暴食をしない、食事は腹 8 分で」を若い頃からずっと続け
ていらっしゃいます。また書く事が大好きな重德さんは、お孫さんな

どとのふれあいを絶やさないように今でも手書きで年賀状を必ず書いて
いるそうです。旧志布志町では農業委員も 10 期 30 年務められ、地域の農
業振興にも大きく貢献されました。
　カズ子さんは、現役で車を運転される重德さんの助手席から景色を見る
のが大好きだそうで、今でも２人でのドライブを楽しんでいらっしゃいま
す。お話し好きな重德さんの横で微笑みを絶やさず聞いているカズ子さん。
これからも交通安全に気を付けて、お二人の時間を楽しんでください。

市
民
の
広
場
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　お便りをくださった方の
中から抽選で、ひまわり券
5 枚と市観光特産品協会から

「1,000 円分商品券と特産品
のセット」を５人の方にプレ
ゼントします。

　野菜作りも生きがいの一つ。管理のために畑仕
事をすると、体調も良くなります。

　お歌が大好きな結愛
ちゃんと珠菜ちゃん。
音 楽 に 合 わ せ て、 ２
人で踊っている姿を
見ると、成長したなぁ
♡と微笑ましく思う
ところです。
　これからも２人仲
良 く、 元 気 に 成 長 し
てね！

（両親より）

　 ２ 人 と も サ ッ カ ー が 好 き で 汗

び っ し ょ り に な る ま で ボ ー ル を

追っかけています。ヒーローもの

も大好きで、２人でいつも仲良く

遊んでいます。

　来年には１年生、いつまでも元
気で、たくましく成長してね。

（両親より）

悠
ゆうだい

大 ちゃん（６歳）

　　大
たいせい

聖ちゃん（６歳）

（松山町）
父　廣秋さん　母　美保さん

彩
あ ゆ な

悠 ちゃん（４歳）

　　琳
り ん く

久 ちゃん（２歳）
（有明町）

父　祐太さん　母　麻衣子さん

結
ゆ あ

愛ちゃん（３歳）

　　珠
じ ゅ な

菜ちゃん（１歳）

（志布志町）
父　順平さん　母　有美さん

　ママよりもしっか

り者で弟思いのあゆ
ち ゃ ん。 甘 え ん 坊 で
みんなの事が大好き
なりんちゃん。
　これからも笑顔の

かわいい仲良しきょ

うだいでいてね。

（両親より）

読者プレゼント

営業時間：10 時～ 18 時
定休日：1 月 1 日、2 日
　　　　サンポートしぶしアピアが休みの場合
■問い合わせ先：099-472-1616

　志布志市の魅力ある郷土の品々がいっぱい！

　遠方のご家族や知り合いに送ることもできま

す。 年末年始の贈り物にもどうぞ！お気軽にお

立ち寄りください。

港湾通り
志 布 志 市 特 産 品 販 売 所



★アンケート★【12 月号で特に良かった記事・分かりにくかった記事があれば教えてください！】
　・良かった！：

　・分かりにくい…：

自
分
の
家
の
庭
だ
と
思
っ
て
…

　

今
日
は
歩
こ
う
、
今
日
は
軽
く
走
っ

て
み
よ
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
3
年

が
経
ち
ま
し
た
。

　

今
年
の
6
月
頃
か
ら
道
ば
た
の
ゴ
ミ

が
気
に
な
り
始
め
、
市
の
ゴ
ミ
袋
を

持
っ
て
歩
い
て
い
ま
す
。
目
的
地
ま
で

行
く
前
に
ゴ
ミ
袋
が
一
杯
に
な
り
、
志

布
志
に
は
こ
ん
な
心
な
い
人
は
い
な
い

は
ず
な
の
に
と
考
え
な
が
ら
も
歩
き
な

が
ら
の
ゴ
ミ
拾
い
を
続
け
て
い
ま
す
。

ど
う
か
皆
さ

ん
、
自
分
の
家

の
庭
だ
と
思
っ

て
き
れ
い
に
し

ま
し
ょ
う
。

（
よ
け
い
な
お
世
話
を
す
る
お
ば
さ
ん　

女
62
歳
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
が
気
に
な
る
時
が

市
内
を
回
っ
て
い
る
と
確
か
に
あ
り
ま

す
。
捨
て
る
人
は
自
分
の
家
の
周
り
で

も
気
に
せ
ず
捨
て
る
の
で
し
ょ
う
か
？

自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
で
す
の
で
、
き

れ
い
に
し
た
い
も
の
で
す
。

新
た
な
名
産
品
に
！

　

さ
か
き
・
し
き
み
が
志
布
志
で
ブ
ラ

ン
ド
化
を
目
指
し
て
栽
培
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
先
月
号
の
特
集
を
読
ん
で
初
め

て
知
り
ま
し
た
。
生
産
者
の
皆
さ
ん
や
市

役
所
の
皆
さ
ん
、
さ
ら
に
は
県
外
の
た

く
さ
ん
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
よ
り
良

い
も
の
を
作
っ
て
い
こ
う
と
い
う
志
の

高
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。
海
産
物
や
お

茶
に
続
き
さ
か
き
・
し
き
み
な
ど
の
林
産

物
が
新
た
な
志
布
志
の
名
産
品
に
仲
間

入
り
す
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

（
ビ
ー
バ
ー
ト
シ
ユ
キ　

男
64
歳
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

苦
労
し
て
特
集
を
作
成
し
た
甲
斐
が

あ
り
ま
し
た
。
皆
様
に
市
内
の
い
ろ
い

ろ
な
情
報
を
解
り
や
す
く
発
信
し
て
い

け
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。

頑
張
れ
千
代
鳳
！

　

志
布
志
市
出
身
の
千
代
鳳
が
先
日
の

九
州
場
所
で
、中
日
に
故
障
を
発
生
し
、

戦
線
離
脱
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

に
７
勝
を
挙
げ
来
場
所
は
晴
れ
て
入
幕

か
と
期
待
し
て
い
た
だ
け
に
誠
に
残

念
。
ま
だ
弱
冠
20
歳
で
能
力
十
分
、
次

場
所
で
は
頑
張
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま

す
。
今
後
の
活
躍
に
大
い
に
期
待
し
て

い
ま
す
。

（
元
自
衛
官　

男
65
歳
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
さ
に
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
ま
だ

ま
だ
若
い
千
代
鳳
関
、す
ぐ
復
帰
し
て
、

ま
た
大
活
躍
し
て
く
れ
る
も
の
と
信
じ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
頑
張
り
か
ら

目
が
離
せ
ま
せ
ん
！

故
郷
の
み
な
さ
ま
へ

　

志
布
志
を
離
れ
て
33
年
、
有
明
茶
と

同
じ
よ
う
に
お
茶
の
美
味
し
い
財
部
に

住
ん
で
い
ま
す
。
来
年
の
1
月
、
長
女

が
結
婚
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
こ
ま
で

来
れ
た
の
も
私
を
慈
し
み
、
優
し
く
見

守
っ
て
く
れ
た
故
郷
の
お
か
げ
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
志
布
志
市
の
発
展
と

市
民
の
方
々
の
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈

り
し
て
い
ま
す
。（

ナ
カ
タ
ン　

女
51
歳
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

故
郷
の
志
布
志
の
こ
と
を
気
に
か
け
て

く
だ
さ
り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
志

布
志
市
は
「
日
本
一
」
を
目
指
し
様
々

な
分
野
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
故
郷
の
発
展
を
楽
し
み
に
見

守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※ 

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
掲
載
に
か
か
わ

ら
ず
頂
い
た
お
便
り
か
ら
抽
選
で
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
多
く

の
お
便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

そ
の
際
、
一
言
で
結
構
で
す
の
で
ご

意
見
等
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

市
民
の
広
場

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます。）

お便り
お待ちしています
　市報しぶしを読んだ感想や今後取
り上げて欲しい特集、志布志市に対
するご意見等何でもお好きなことを
書いてください。（一部修正して掲載
する場合もあります）
　月末までに頂いたお便りが、その月
のプレゼントの応募対象になります。
それ以降の分は次月の応募対象となり
ますので、ご了承ください。

…………………………………………
いただいた「お便り」は「市民
のこえ」コーナーに掲載いたし
ます。（お便りが多数の場合には
担当にて選考のうえ掲載します）
個別の回答はいたしませんので、
ご了承ください。

 市の人口　10 月 31 日現在
人　口 33,771 人  （６）
男　性 15,945 人  （17）
女　性 17,826 人  （▲ 11）
転　入 76 人 　転　出 　60 人
出　生 28 人 　死　亡 　38 人
世帯数 15,891 戸  （▲ 8）

志布志港　平成 24 年 10 月分

　①入港隻数　69 隻（日本 0、外国 69）
　②輸出 10 億 70 百万円
　③輸入 119 億 94 百万円

資料　鹿児島税関支署
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高い医療費みんなで助け合い国保の心
■平成24年９月分の医療費の状況です。
医 療 費 総 額 ２５６，５９９，０９２円
９  月  末  国  保  加  入  者  数 １０，７３７人
1人 当 た り 医 療 費（ 医 療 費 総 額
を 加 入 者 数 で 除 し た も の で す ） ２３，８９９円

医 療 費 １ 人 当 た り の 負 担 内 訳
市 （ 国 保 ） 負 担 額 ２０，２３７円

個 人 負 担 額 ３，６６１円
　この金額は、国民健康保険に加入している皆さんが医療機関等で診療
したものに対し、市（国保）が支払った医療費です。医療費総額の約
84.7％を市（国保）が負担しています。

こ
ち
ら
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

版
で
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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■問い合わせ先　税務課滞納整理係　℡ 474-1111（内線 152,153）　　ストップ滞納

平成24年度 滞納処分等実施状況について
■ 問い合わせ先　税務課滞納整理係　℡ 474-1111（内線 152,153）　　

 ■差押を実施した人数　111 人 （平成 24 年４月～
　　　　　　　　　　　 　　　　　　　平成 24 年 11 月末現在）

・給　与　14 人   ・預貯金　48 人   ・不動産　37 人
・動　産　  6 人    ・債　権　6 人

　生活状況により一度に納税することが困難な方や失業・病気等により収入が無い
方につきましては、本庁・各支所の税務窓口にて随時納税相談を実施しております。

差押の内容

　特別な理由も無く滞納を続けられますと、他の納税者との公平を保ち、大切な市税を確保するため、財産（給
与、預金、不動産など）を差し押さえることになります。（法律では、「督促状を発した日から起算して 10 日
を経過した日までに完納しないとき」は、「財産を差し押さえなければならない」と定められています。）

　今月の納税　　納付期限　12 月 25 日（火）　口座振替日　12 月 25 日（火）
　　　口座振替をされる方は、口座振替日の前日までに残高確認をお願いします。

　　　国民健康保険税（８期）　　　　　　介護保険料（８期）　
　　　後期高齢者医療保険料（８期）　　　市・県民税（４期）

※【納税証明等の交付について】金融機関等で納付してから市役所で納付確認ができるまで、約１週間程度かかる場合があります。
　つきましては、納付後、早急に納税証明等が必要な場合は領収書等をご持参のうえ交付請求してくださいますようお願いします。

家や倉庫等を取り壊した時は、 必ず届け出を !!

　

今
年
取
り
壊
し
た
家
屋
や
昨
年
以
前
に

取
り
壊
し
て
い
る
が
、
ま
だ
取
り
壊
し
の

届
け
出
を
し
て
い
な
い
家
屋
が
あ
れ
ば
、

12
月
28
日
（
金
）

ま
で
に
本
庁
税

務
課
、
志
布
志

支
所
税
務
課
、

松
山
支
所
地
域

振
興
課
税
務
係

に
お
い
て
家
屋

滅
失
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
（
印

鑑
が
必
要
で
す
）。
平
成
24
年
中
に
滅
失

登
記
を
さ
れ
た
家
屋
や
さ
れ
る
予
定
の
家

屋
、
す
で
に
市
役
所
で
取
り
壊
し
の
届
け

出
の
手
続
き
を
行
っ
て
い
る
家
屋
に
つ
い

て
は
届
け
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
現
場
確
認
を
行
い
ま
す

　

滅
失
登
記
や
滅
失
申
請
書
を
基
に
現
場

を
確
認
し
ま
す
。
現
場
を
確
認
後
、
次
年

度
に
向
け
て
課
税
台
帳
か
ら
当
該
建
物
を

抹
消
し
ま
す
。

◆
年
間
の
税
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん

　

年
の
途
中
で
家
屋
の
取
壊
し
が
あ
っ
た

場
合
で
も
、
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
賦

課
期
日
（
毎
年
１
月
１
日
）
現
在
の
所
有

者
に
年
税
額
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

滅
失
し
た
家
屋
に
つ
い
て
は
、
次
年

度
（
平
成
25
年
度
）
か
ら
課
税
さ
れ

ま
せ
ん
。

　国保税 ・ 介護保険料 ・ 後期高齢者

　　　　　　　　　　　医療保険料の申告用証明書について

　

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
及
び

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
申
告
用
証
明

書
は
、
平
成
25
年
１
月
下
旬
に
発
送
す
る

予
定
で
す
。

　

年
末
調
整
な
ど
で
発
送
前
に
申
告
用
証

明
が
必
要
な
方
は
、
市
役
所
窓
口
で
申
請
を

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
事
前
に
発
行
し
ま
す
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

●
世
帯
主
ま
た
は
同
一
世
帯
の
方
が
申
請

　

す
る
場
合

　

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

●
同
一
世
帯
以
外
の
方
が
申
請
す
る
場
合

　

・
委
任
状

　

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

◆
発
行
場
所

　

・
本
庁　

税
務
課　

市
民
税
係

　

・
志
布
志
支
所　

税
務
課　

税
務
係　

　

・
松
山
支
所　

地
域
振
興
課　

税
務
係

※
手
数
料
は
無
料
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：
税
務
課
市
民
税
係

　

℡
：
０
９
９
‐
４
７
４
‐
１
１
１
１

　
　
　

  （
内
線
１
４
３
・
１
４
４
・
１
４
５
）
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固定資産税 ： 償却資産の申告をお忘れなく！

　

志
布
志
市
内
に
事
業
用
の
償
却
資
産
を
所
有
し
て

い
る
方
は
、
種
類
、
取
得
時
期
及
び
取
得
価
額
等
に

つ
い
て
申
告
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
根
拠
法

令
：
地
方
税
法
第
３
８
３
条
）。

◆
償
却
資
産
と
は
…

　

会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
店
な
ど
を
経
営
し
て
い

る
方
や
、
駐
車
場
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
を
貸
し
付
け
て

い
る
方
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
用
い
て
い
る
構
築

物
・
機
械
・
工
具
・
器
具
・
備
品
等
の
固
定
資
産
を

償
却
資
産
と
い
い
、
土
地
・
家
屋
と
同
じ
よ
う
に
固

定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
鉱
業
権
・
漁
業
権
・
特
許
権
な
ど
の
よ

う
な
無
形
固
定
資
産
、
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と

な
っ
て
い
る
自
動
車
・
ト
ラ
ク
タ
ー
等
は
課
税
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、「
事
業
の
た
め
に
用
い
て
い
る
」
と
は
、

所
有
者
が
そ
の
償
却
資
産
を
自
己
の
営
む
事
業
の
た

め
に
使
用
す
る
場
合
と
、
事
業
と
し
て
他
人
に
貸
し

付
け
る
場
合
も
含
め
ま
す
。

◆
申
告
に
つ
い
て
…

●
申
告
期
限
：
平
成
25
年
１
月
31
日
（
木
）

　

円
滑
な
事
務
処
理
の
た
め
、
早
期
提
出
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

●
提
出
書
類
：
①
「
償
却
資
産
申
告
書
」

　

②
「
償
却
資
産
種
類
別
明
細
書
」（「
減
価
償
却
表

　
　

の
写
し
」
の
添
付
に
代
え
て
も
構
い
ま
せ
ん
）

●
申
告
の
流
れ
：

　

12
月
中
旬
以
降
に
申
告
書
発
送
予
定
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

↓

　

１
月
31
日
ま
で
に
申
告
書
提
出
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

↓

　

５
月
中
旬
に
納
付
書
を
発
送
予
定
。

 ◆ 償 却 資 産 の 種 類 と 具 体 例

■ご不明な点等がございましたら、志布志市役所 税務課 固定資産税係までお問い合わせください。
　℡：099-474-1111（内線 154・155・156）

資産の種類 主な償却資産の例示

１　構　築　物

ネオンサイン・屋上看板等の広告設備・舗装路面（駐車場舗装）・庭園・門・塀・
緑化施設等の外溝工事・その他土地に定着する土木設備・電気設備・給排水設備・
衛生設備・消火設備・ビニールハウス・店舗内装設備等のうち固定資産税につい
て家屋として取り扱わなかったもの　等

２　機 械 及 び 装 置
工作機器・木工機器・印刷機械・土木建設機械・食品製造加工設備・トラクター（ナ
ンバープレート無）等の農業用機械・その他各種製造設備等の機械及び装置　等

３　船　舶 貨物船・客船・ボート　等

４　航 空 機 飛行機・ヘリコプター・グライダー　等

５　車 両 及 び 運 搬 具
フォークリフト等の大型特殊自動車・その他運搬車（自動車税・軽自動車税の課
税対象となるものは該当しません）

６　工具、器具及び備品
パソコン・陳列ケース・医療機器・測定工具・金型・理容及び美容機器・エアコン・
応接セット等の家具・ビデオ機器・カラオケ等音響機器・自動販売機　等

※平成 18 年度から国税資料の閲覧（地方税法第 354 条の２）が可能となったことに伴い、市役所から、申告

　書を新規発送する場合がございますのでご了承ください。
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福祉課からのおしらせです

農政課からのおしらせです

教育総務課からのおしらせです

■問い合わせ先
　・本庁農政課畑かん推進係　℡ 474-1111（内線 431）　・志布志支所産業振興室　   ℡ 472-1111（内線 411）
　・松山支所産業振興室　　　℡ 487-2111（内線 232）　・県畑かんセンター　　　   ℡ 482-2547
　・曽於東部土地改良区　　    ℡ 487-2986

曽於東部畑かんの計画変更同意について
　

平
成
25
年
３
月
で
曽
於
東
部
地
区
（
松
山
地

区
）、
曽
於
東
部
二
期
地
区
（
志
布
志
地
区
）、

曽
於
東
部
三
期
地
区
（
松
山
豊
留
地
区
）
の
畑

地
か
ん
が
い
事
業
が
、
す
べ
て
終
了
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
県
営
事
業
を
推
進
す
る
中
で
、

給
水
栓
や
農
道
、
排
水
路
、
受
益
地
の
編
入
や

除
外
等
、
当
初
の
計
画
か
ら
変
更
を
し
た
土
地

所
有
者
等
関
係
者
の
同
意
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
曽
於
東
部
地
区
土
地
改
良

区
が
委
託
し
た
、
左
記

の
同
意
徴
集
員
が
関
係

者
宅
を
訪
問
し
、
同
意

書
に
署
名
捺
印
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

保 育 所  （ 園 ） 入 所 申 込 案 内
　

福
祉
課
で
は
、
平
成
25
年
度
保
育

所
（
園
）
入
所
申
込
み
の
受
付
を
行

い
ま
す
。

　

平
成
25
年
４
月
か
ら
入
所
希
望
の

お
子
さ
ん
が
い
る
保
護
者
の
方
は
、
保

育
所
（
園
）
の
入

所
申
込
を
し
て
く

だ
さ
い
。
入
所
申

込
書
は
志
布
志
市

役
所
本
庁
、
各
支

所
又
は
市
内
各
保

育
所
（
園
）
に
準

備
し
て
あ
り
ま
す
。

◆
入
所
申
込
書
の
受
付
期
間

　

平
成
25
年
１
月
15
日
（
火
）
～

　

１
月
31
日
（
木
）
ま
で

※
土
、
日
、
祝
祭
日
を
除
く
午
前
９

　

時
か
ら
午
後
５
時

◆
申
込
方
法

　

市
内
各
保
育
所
（
園
）、
市
役
所

本
庁
、各
支
所
に
準
備
し
て
い
る
「
保

育
所
入
所
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、「
保
育
に
欠
け
る
（
保
育
で

き
な
い
）
状
態
を
証
明
で
き
る
書
類

（
父
・
母
の
就
業
証
明
書
等
）」
と
「
同

居
者
全
員
の
課
税
証
明
書
（
平
成
24

年
度
）（
※
平
成
24
年
１
月
１
日
に

志
布
志
市
に
居
住
し
て
い
た
方
に
つ

い
て
は
、
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。）」
を
添
付

し
て
、
保
護
者

が
直
接
志
布
志

市
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
所
得
税
額
を
証
明
す
る

も
の
」
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
源
泉

徴
収
票
は
会
社
等
か
ら
受
領
さ
れ
次

第
、
確
定
申
告
書
の
写
し
等
は
申
告

が
済
み
次
第
、
平
成
25
年
３
月
18
日

（
月
）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
書
は
児
童
１
人
に
１
枚

で
す
。

※ 

必
要
書
類
が
全
て
提
出
さ
れ
ま
せ

ん
と
、
入
所
の
決
定
は
行
わ
れ
ま

せ
ん
。

◆
保
育
所
に
入
所
で
き
る
基
準

　

家
庭
外
就
労
、
家
庭
内
就
労
（
内

職
等
）、母
親
の
出
産
・
病
気
や
負
傷
、

家
庭
の
災
害
等

に
よ
り
児
童
の

保
育
が
で
き
な

い
場
合
。

◆
保
育
料

　

そ
れ
ぞ
れ
の

家
庭
の
所
得
に

応
じ
て
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁　

福
祉
課　

児
童
福
祉
係　

　
℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線 
１
７
４
）

　

松
山
支
所　

市
民
課　

福
祉
係　

　
℡
：
４
８
７
‐
２
１
１
１
（
内
線 

２
７
６
）

　

志
布
志
支
所　

福
祉
課　

福
祉
係

　
℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１
（
内
線 

２
０
３
）

笑 顔 い っ ぱ い 　 ア イ デ ィ ア い っ ぱ い 　 夢 も い っ ぱ い

志 布 志 市 立 田 之 浦 小 学 校 　 特 認 校 生 を 大 募 集 ！

■問い合わせ先：志布志市立田之浦小学校　TEL：099-479-1618　FAX：099-479-2100
E-mail：tanourasyo@po12.synapse.ne.jp  　

●

当
校
の
教
育
目
標
●

　　

心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
体
を

も
ち
、
自
ら
学
ぶ
「
田
之
浦
の

子
」
を
育
成
す
る

　

豊
か
な
田
之
浦
の
自
然
の
中
で
、

少
人
数
指
導
に
よ
る
き
め
細
か
な
学

習
指
導
と
心
豊
か
な
体
験
活
動
を
通

し
て
、
感
動
・
鍛
錬
・
創
造
に
あ
ふ

れ
た
生
き
抜
く
力
を
育
む
教
育
活
動

を
実
践
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、『
神

楽
の
里
』
と
し
て
の
子
ど
も
神
楽
も

体
験
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
田
之
浦
校
区
も
一
体
と

な
り
、
学
校
の
教
育
活
動
を
温
か
く

支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

田
之
浦
小
学
校
に
登
校
し
、
豊
か

な
個
性
と
学
力
を
伸
ば
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

特
認
校
制
度

は
、
田
之
浦
の

自
然
の
中
、
豊

か
な
体
験
と
少

人
数
の
行
き
届

い
た
指
導
を
受

け
さ
せ
、
子
ど

も
の
心
と
体
を
の
び
の
び
と
育
て
た

い
方
々
の
た
め
の
制
度
で
す
。

特
認
校
生
募
集
要
項

①
募
集
学
年
：
新
１
年
生
～
６
年
生

② 

募
集
期
間
：
平
成
25
年
２
月
28
日

（
木
）
ま
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

２
月
６
日(

水)

に
「
一
日
体
験

入
学
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
当

校
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
御

参
加
く
だ
さ
い
。

③
応
募
の
方
法
：

　

田
之
浦
小
学
校
に
問
い
合
わ
せ
れ

　

ば
、
資
料
及
び
必
要
な
書
類
を
送

　

付
し
ま
す
。申
し
込
み
手
続
き
は
、

　

市
教
育
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ
て

　

く
だ
さ
い
。

④
通
学
に
つ
い
て
：

　

登
下
校
に
つ
い
て
は
、
市
が
委
託
し
た

　

バ
ス
（
タ
ク
シ
ー
）
が
行
い
ま
す
。

⑤
学
校
参
観
：
事
前
に
連
絡
を
い
た

　

だ
け
れ
ば
、
い
つ
で
も
参
観
し
て

　

い
た
だ
け
ま
す
。

⑥
田
之
浦
小
を
も
っ
と
詳
し
く
知

　

り
た
い
方
は
田
之
浦
小
の
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://www12.synapse.ne.jp/k-tanoura

●
少
人
数
指
導
に
よ
り
、
豊

　
か
な
学
力
を
育
み
ま
す
●

　

少
人
数
学
級
の

特
色
を
生
か
し
、

個
に
応
じ
た
き
め

細
や
か
な
指
導
に

努
め
、
子
ど
も
の

力
を
伸
ば
し
ま

す
。
授
業
で
は
、

積
極
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
、
分
か
る
授
業
を
展
開
し

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
漢
字

力
や
計
算
力
・
音

読
力
・
新
聞
活
用

能
力
・
伝
え
合
う

力
を
伸
ば
す
取
組

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
人

材
を
授
業
に
活
用
し
、
よ
り
専
門
的
な

内
容
を
学
べ
ま
す
。

●

体
験
活
動
に
よ
り
、
豊
か

　
な
心
を
育
み
ま
す
●

◆
食
農
教
育（
米
・
甘
し
ょ
栽
培
等
）

　

食
農
教
育
に

力
点
を
置
き
、

田
植
え
・
稲
刈

り
・
脱
穀
・
餅

つ
き
や
甘
し
ょ
・

梅
ち
ぎ
り
・
椎

茸
栽
培
な
ど
の
体
験
が
で
き
ま
す
。

◆
子
ど
も
神
楽

　

田
之
浦
山
宮
神
社
に
伝
わ
る
神
楽

を
「
子
ど
も
神

楽
」
と
し
て
伝

承
し
て
い
ま
す
。

２
年
に
１
度
の

「
夜
神
楽
」
が
あ

り
ま
す
。

◆
だ
ご
花
づ
く
り
・
だ
ご
祭
り

　

県
の
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る

『
だ
ご
祭
り
』
に
だ
ご
花
を
作
っ
て

奉
納
し
て
い
ま
す
。

【松山、志布志地区の同意徴集員】

木迫　省吾
（同意徴集員は土地改良区の発行した

証明書を提示します）
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ｔ
ｉｏ
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広
告

広
告

「
福
祉
の
職
場
ミ
ニ
就
職
面
談
会

（
大
隅
地
区
）」
参
加
者
募
集

　

県
と
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

福
祉
職
場
の
人
材
確
保
と
就
職
希
望

者
の
求
職
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

福
祉
職
場
の
人
事
担
当
者
と
就
職
希

望
者
と
の
面
談
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

◆
日
時
：
平
成
25
年
１
月
24
日
（
木
）

　
　
　

  

午
後
１
時
～
午
後
４
時

◆
場
所
：
曽
於
市
末
吉
中
央
公
民
館

　

末
吉
町
本
町
二
丁
目
12
‐
１

◆
対
象
：
一
般
求
職
者
、
平
成
25
年

　

春
に
大
学
・
専
門
学
校
な
ど
を
卒

　

業
予
定
の
方
、
福
祉
施
設
の
人
事

　

担
当
者

◆
内
容
：
就
職
面
談
会
、
求
職
登
録

　

相
談
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先
：
県
社
会
福
祉
協

　

議
会
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
９
９
‐
２
５
８
‐
７
８
８
８

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

平
成
24
年
工
業
統
計
調
査
を
12
月

31
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

　

本
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事
業

所
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
活
動
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
の
重
要
な
統

計
調
査
で
あ
り
、
調
査
結
果
は
国
や

地
方
公
共
団
体
等
の
景
気
対
策
や
中

小
企
業
対
策
の
立
案
の
た
め
に
利
用

さ
れ
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
あ
た
り
、
本
年
12

月
か
ら
翌
１
月
に
か
け
て
調
査
員
が

お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
調

査
へ
の
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

情
報
管
理
課
地
域
情
報
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１（
３
２
２
）

調
理
師
の
皆
様
へ

　

調
理
師
の
資
質
向
上
を
目
的
と
す

る
研
修
事
業
等
を
円
滑
に
実
施
で
き

る
よ
う
、
調
理
師
法
に
基
づ
き
、
2

年
に
1
度「
調
理
師
業
務
従
事
者
届
」

を
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◆
届
出
の
期
限
：
平
成
25
年
1
月
15

　

日
（
火
）
ま
で
に
「
調
理
師
業
務

　

従
事
者
届
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
調
理
師
業
務
従
事
者
届
」
は
県

　

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
提
出
先
：
県
健
康
増
進
課
ま
た
は

　

各
保
健
所
（
就
業
地
で
異
な
る
）

※
そ
の
他
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

　

は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：
県
庁
健
康
増
進
課

　

℡
：
０
９
９
‐
２
８
６
‐
１
１
１
１

　

志
布
志
保
健
所

　

℡
：
０
９
９
‐
４
７
２
‐
１
０
２
１

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
つ
い
て
の
注
意

　

現
在
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
全
量
買
い
取
り
制
度
に
伴
い
、
大

規
模
な
太
陽
光
発
電
施
設
（
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
）
の
建
設
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
大
規
模
な
面
積
の
土
地

の
改
変
（
造
成
や
伐
採
な
ど
）
に
は
、

土
地
の
状
況
（
都
市
計
画
区
域
や
農

地
、
山
林
な
ど
）
に
応
じ
た
許
可
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

併
せ
て
、「
市
が
行
う
メ
ガ
ソ
ー
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ラ
ー
」に
供
す
る
用
地
確
保
と
し
て
、

不
当
な
価
格
で
土
地
の
売
買
を
持
ち

か
け
る
訪
問
営
業
の
情
報
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
市
に
よ
る
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
の
建
設
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：
企
画
政
策
課

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
２
５
６
）

二
十
歳
の
出た

び
だ
ち航

「
成
人
式
」

◆
日
時
：
平
成
25
年
１
月
４
日
（
金
）

　

午
後
１
時
受
付

◆
会
場
：
志
布
志
市
文
化
会
館

◆
内
容
：
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　
　
　
　

思
い
出
の
ひ
と
こ
ま
上
映

　
　
　
　

式
典
・
記
念
写
真
撮
影

◆
対
象
者
：
平
成
４
年
４
月
２
日
～
平

　

成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

志
布
志
市
教
育
委
員
会　

　

生
涯
学
習
課　

社
会
教
育
係

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１
（
３
３
６
）

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

　

生
涯
学
習
課
で
は
「
ま
ち
づ
く
り

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
下
記

に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

◆
応
募
締
切
：
平
成
25
年
2
月
1
日（
金
）

◆
審
査
期
日
：
平
成
25
年
2
月
12
日（
火
）

◆
応
募
要
領
：
生
涯
学
習
課
、
市
文

　

化
会
館
等
に
所
定
の
応
募
用
紙
が

　

あ
り
ま
す
。

◆
審
査
部
門
：
①
学
校  

②
職
場
、

　

地
域
団
体 

③
個
人
の
３
部
門
で
す

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１（
３
３
６
）

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
調
製
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
志
布
志
市
に
在
住
し
て
い

る
方
で
、
農
家
台
帳
に
登
録
の
あ
る

方
（
耕
作
面
積
10
ア
ー
ル
以
上
）
に

は
、
申
請
書
を
配
布
い
た
し
ま
す
の

で
、
次
の
登
録
資
格
を
確
認
し
て
い

た
だ
き
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う

え
、
平
成
25
年
１
月
10
日
（
木
）
ま

で
に
最
寄
り
の
志
布
志
市
農
業
委
員

会
事
務
局
（
本
庁
・
各
分
室
）
へ
提

出
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
選
挙
人
名
簿
は
、
審

査
や
縦
覧
期
間
を
経
て
、
来
年
３
月

31
日
に
確
定
し
、
平
成
26
年
３
月
30

日
ま
で
据
え
置
か
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

◆
登
録
資
格

①
年
齢
20
歳
以
上
の
人
（
平
成
５
年

　

４
月
１
日
以
前
出
生
者
）

②
志
布
志
市
の
区
域
内
に
住
所
を
有

　

す
る
人

③
１
及
び
２
に
掲
げ
る
事
項
に
該
当

　

し
た
人
で
次
の
事
項
の
い
ず
れ
か

　

に
該
当
す
る
人

⑴ 

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き

　

耕
作
の
業
務
を
営
む
人

⑵ 

⑴
に
掲
げ
る
人
の
同
居
の
親
族

　

又
は
そ
の
配
偶
者
で
そ
の
耕
作
に

　

従
事
す
る
日
数
が
年
間
お
お
む
ね

　

60
日
以
上
で
あ
る
と
農
業
委
員
会

　

が
認
め
た
人

⑶ 

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き

　

耕
作
の
業
務
を
営
む
農
業
生
産
法

　

人
の
組
合
員
又
は
社
員
で
そ
の
耕

　

作
に
従
事
す
る
日
数
が
年
間
お
お

　

む
ね
60
日
以
上
で
あ
る
と
農
業
委

　

員
会
が
認
め
た
人

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

松
山
支
所
：
農
業
委
員
会
事
務
局　

　

℡
：
４
８
７
‐
２
１
１
１（
３
０
３
）

　

志
布
志
支
所
：
農
業
委
員
会
志
布
志
分
室

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１（
４
４
５
）

　

本
庁
：
農
業
委
員
会
有
明
分
室　

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１（
４
４
５
）

　

志
布
志
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１（
２
３
３
）

牧
之
原
養
護
学
校
作
品
展

　　

牧
之
原
養
護
学
校
で
は
平
成
24
年

度
の
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

◆
校
内
作
品
展

●
日
時
：
平
成
25
年
１
月
23
日
（
水
）

　

か
ら
平
成
25
年
1
月
25
日
（
金
）

お
知
ら
せ

広
告

募　
　

集

緊急時　あなたを守る　１１０番　～１月 10 日は「１１０番の日」～
　１１０番は、皆さんの身近で事件・事故が発生した場合等の緊急ダイヤルです。事件・事故を早期
　に解決するためには、皆さんからの迅速・正確な通報が必要になります。
　１１０番にかける際は、次の点に気をつけてください。
 　　●慌てず、落ち着いて事案の内容について教えてください。
 　　●バス停や学校、病院などの目標となる施設等を教えてください。

　　　※事件・事故以外の相談等は、下記までお電話ください、
 ・志布志警察署　℡　４７２－０１１０ ・警察総合相談電話　℡　♯９１１０
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編
集
後
記

　

早
い
も
の
で
市
報
の
作
成
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
９
か

月
、
今
年
も
年
の
瀬
が
迫
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
▼
何
気
な

く
書
い
た
『
年
の
瀬
』
と
い
う
表
現
、「
な
ぜ
年
末
の
こ
と

を
『
年
の
瀬
』
と
い
う
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
疑
問
が
生
じ
、

簡
単
に
調
べ
て
み
ま
し
た
。
▼
「
瀬
」
と
い
う
の
は
川
の
浅

い
と
こ
ろ
、
川
の
流
れ
の
急
な
と
こ
ろ
や
潮
流
を
意
味
し
ま

す
。
昔
は
年
を
越
え
る
の
も
一
苦
労
で
、
越
え
ら
れ
な
く
て

は
今
後
の
生
活
が
立
ち
行
か
な
く
な
る
年
末
の
暮
ら
し
の
厳

し
さ
を
、
流
れ
の
厳
し
い
「
瀬
」
と
表
現
し
た
。
ら
し
い
で

す
（
諸
説
あ
り
ま
す
）。
▼
年
末
は
確
か
に
何
事
も
バ
タ
バ

タ
と
忙
し
い
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
個
人
と
し
て
は
毎

月
末
の
締
め
切
り
が
ま
さ
に
『
月
の
瀬
』
で
、
乗
り
越
え
な

く
て
は
市
報
が
発
行
さ
れ
な
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
人
知
れ
ず

怯
え
て
い
ま
す
。
▼
２
か
月
に
１
回
の
発
行
に
な
っ
た
ら
楽

だ
な
ぁ
。
な
ど
と
あ
り
も
し
な
い
こ
と
を
考
え
な
が
ら
今
月

も
『
月
の
瀬
』
を
越
し
ま
し
た
。
危
な
か
っ
た
…
。（
國
重
）

■松山地区　
1 2 月  佐藤建設 　℡ 487-2049
12 月 28 日 半下石建設 　 ℡ 487-8706
12 月 29 日 大迫建設 　 ℡ 487-2058
12 月 30 日 イケダ 　 ℡ 487-8771
12 月 31 日 佐藤建設 　℡ 487-2049
1 月  半下石建設 　 ℡ 487-8706
１月１日 加世田建設 　 ℡ 487-2057
１月２日 今井水道 　 ℡ 487-8868
１月３日 イケダ 　 ℡ 487-8771
１月４日 大迫建設 　 ℡ 487-2058
■志布志地区 
12 月11 日～12 月17 日 志布志水道 ℡ 472-3540
12 月 18 日～ 12 月 24 日 山本組 ℡ 472-1101
12 月25 日～12 月28 日 宮崎水道 ℡ 472-1081
12 月29 日、１月３日 崎田建設 ℡ 473-0050
12 月30 日、１月４日 志布志水道 ℡ 472-3540
12 月 31 日  山本組 ℡ 472-1101
１月１日  高吉組 ℡ 472-0721
１月２日、１月５日～１月７日 宮崎水道 ℡ 472-1081
１月８日～１月14 日 高吉組 ℡ 472-0721
■有明地区
12 月９日～ 12 月 15 日 山中水道 ℡ 474-1440
12 月 16 日～ 12 月 22 日 有徳設備 ℡ 475-1596
12 月 23 日～ 12 月 28 日 池崎建設 ℡ 475-2068
12 月 29 日  西江建設 ℡ 474-2113
12 月 30 日  山中水道 ℡ 474-1440
12 月 31 日  有徳設備 ℡ 475-1596
１月１日  池崎建設 ℡ 475-2068
１月２日、１月４日～１月５日 郡山工業 ℡ 475-0008
１月３日  西江建設 ℡ 474-2113
１月６日～１月 12 日 西江建設 ℡ 474-2113
１月 13 日～１月 19 日 山中水道 ℡ 474-1440
■ 基本料金だけの水道利用者の皆様へ
　水道料金は、中止の手続き（中止届の提出）をされない
と基本料金が発生します。水道使用の予定がない場合は、
中止の手続きをお勧めします。なお、中止されていた水道
を再度利用される場合は、1,000 円で開始できます。

水道修繕当番店

　

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

　
（
25
日
は
正
午
ま
で
）

●
場
所
：
牧
之
原
養
護
学
校
体
育
館

◆
校
外
作
品
展

① 

国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー　

市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

 

平
成
25
年
2
月
6
日
（
水
）
か
ら

2
月
15
日
（
金
）

② 

鹿
児
島
空
港
3
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
」

　

 

平
成
25
年
３
月
1
日
（
金
）
か
ら

3
月
29
日
（
金
）

◆ 

展
示
内
容
：
学
校
紹
介
、
学
部
紹

介
や
各
学
習
、
活
動
の
時
間
の
作

品
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先
：
鹿
児
島
県
立
牧

　

之
原
養
護
学
校　

作
品
展
係

　

℡
：
０
９
９
５
‐
５
６
‐
２
６
６
５

志
布
志
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
１
２

　

今
年
も
志
布
志
鉄
道
記
念
公
園
周

辺
を
彩
り
ま
す
！

◆
点
灯
期
間
：　

平
成
24
年
12
月
１

　

日
～
平
成
25
年
１
月
12
日

◆
点
灯
時
間
：
午
後
５
時
～
午
後
11
時

※
ク
リ
ス
マ
ス
、
年
末
は
翌
朝
午
前

　

２
時
ま
で
点
灯

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

志
布
志
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
実
行

　

委
員
会
事
務
局

　

℡
：
０
９
９
‐
４
７
２
‐
１
１
０
８

「
志
布
志
国
家
石
油
備
蓄
基
地
」

を
見
学
し
ま
せ
ん
か
！

　

当
基
地
で
は
見
学
申
込
み
を
受
付

け
て
い
ま
す
。
石
油
備
蓄
の
こ
と
を

も
っ
と
知
り
た
い
方
、
左
記
の
申
し

込
み
先
ま
で
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
当
社
の
担
当
者
が
同
行
し
て
、

ご
案
内
し
ま
す
。

● 
見
学
受
付
時
間
：
祝
祭
日
を
除
く

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
9
時

か
ら
午
後
4
時
30
分

● 

申
し
込
み
方
法
：
電
話
も
し
く
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
見
学
希
望
日
時
お

よ
び
人
数
、
基
地
ま
で
の
交
通
手

段
（
自
家
用
車
、
バ
ス
な
ど
）
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
（
見
学
は
事

前
に
予
約
が
必
要
で
す
）。

● 

所
要
時
間
：
30
分
～
1
時
間
程
度

（
見
学
内
容
に
よ
り
、異
な
り
ま
す
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：　

　

志
布
志
石
油
備
蓄
㈱
志
布
志
事
業

　

所
総
務
課

　

℡
：
０
９
９
４
‐
６
３
‐
７
５
１
１

　

FAX 

：
０
９
９
４
‐
６
３
‐
７
５
１
０

　

http://w
w

w
.shibushi.co.jp/

公
的
年
金
収
入
が
あ
る
方
の
確

定
申
告
に
つ
い
て

　　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計

額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
、

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の

所
得
金
額
が
20
万

円
以
下
で
あ
る
場

合
に
は
、
所
得
税

に
つ
い
て
確
定
申

告
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合

で
あ
っ
て
も
、

① 

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
に

は
、
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

② 

住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.nta.go.jp/)

を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

✚ 12 月・１月の日曜・祝日当番医 ✚

※夜間に病気や怪我で困ったときは「曽於郡医師会夜
間急病センター（曽於郡医師会立病院内 )」までお問い
合わせください。（℡ 482-5899）

※都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療
機関は、電話でのテープ案内（℡ 0986-23-
5555）を行っていますのでご活用ください。

1 月

12 月

１月

12 月

市 営 住 宅 空 き 家 情 報
（ 松 山 地 区 ）

市では、市営住宅の入居者募集を随時行っています。

●馬場団地 222 号　　　　 ３K　公営住宅

世帯向け長屋　家賃 10,600 円～（所得制限あり）

●桜山団地 331 号　　　　 ３DK　公営住宅

世帯向け３階建　家賃 13,300 円～（所得制限あり）

●京ノ峯団地 591 号　　　 ４DK　特賃住宅

世帯向け平屋　家賃 35,000 円（所得制限あり）

●尾野見団地 513 号　　　　 ３DK　公営住宅

世帯向け３階建　家賃 14,300 円～（所得制限あり）

■問い合わせ・申し込み先　

●市役所建設課管理係　　℡ 474-1111（内線 467）

●松山支所建設課管理係　℡ 487-2111（内線 253）

16 日 陽春堂内科診療所 （内科） ℡ 472-5511
山下クリニック （内科、外科） ℡ 487-9001

23 日 はまさき耳鼻科咽喉科 （耳鼻咽喉科） ℡ 473-3387
びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科） ℡ 477-1212

24 日 えびはら皮膚科 （皮膚科） ℡ 478-0370
松下医院 （内科、外科） ℡ 472-1124

30 日 石神診療所 （内科、皮膚科） ℡ 474-0107
藤後クリニック （内科） ℡ 472-1237

31 日 井手小児科 （小児科） ℡ 473-3211
陽春堂内科診療所 （内科） ℡ 472-5511

１日 手塚クリニック （内科、外科） ℡ 472-5565

２日 みやじクリニック （内科、放、呼、胃） ℡ 471-5000

山下クリニック （内科、外科） ℡ 487-9001

３日 びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科） ℡ 477-1212

山口内科 （内 科） ℡ 473-1188

６日 えびはら皮膚科 （皮膚科） ℡ 478-0370

大山病院 （内 科） ℡ 472-1400

1 2 月 ・ １ 月 の 行 事 予 定
● げんき市（昭和通付近）
　　毎週金・土曜日（９時～ 15 時）
● 戌の市（宝満寺公園）
　　12 月 15 日、12 月 27 日、１月８日
● 駅通り会土曜朝市（アピア前駐車場）
　　毎月第１、第３土曜日（７時～ 11 時）
● ぽっぽ市（JR 志布志駅前）
　　毎月第１日曜日（８時～ 13 時）
● そば処ちんたら庵（国道２６９号線沿）
　　火曜日（そば）・日曜日（野菜等販売）
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　１月号は１月 11 日　
　に発行予定です。

12月・1月志布志市くらしのカレンダー

元旦

13

14

15

16

17

心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）
法律相談（13:00～15:00 志布志支所5F会議室）要予約※1
5歳児歯科検診（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ)

18 成人式（13:00受付 14:00～式典 市文化会館）

心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター有明）
二種混合予防接種（13:30～13:50受付 有明改善センター）
心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）
両親学級（9:20～9:30受付 健康ふれあいプラザ）
肺がん脱漏検診（松山地区）
不活化ポリオ予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）
心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
母子手帳交付（9:30～12:00 松山支所市民課窓口）
肺がん脱漏検診（有明地区）
不活化ポリオ予防接種（13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター）

乳児健康診査/BCG予防接種（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
肺がん脱漏検診（志布志地区）
育児学級（9:30～10:00受付 健康ふれあいプラザ）
育児相談（10:30～12:00 健康ふれあいプラザ）
肺がん脱漏検診（志布志地区）

マタニティー＆クリスマスコンサート（10:00～12:00 健康ふれあいプラザ）
心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
母子手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）

19

つどいの広場（10:00～12:00 安楽公民館）
行政相談（13:00～16:00 志布志支所5F会議室）

心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター有明）
3歳児健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

20

21

22

天皇誕生日
23

(金)

(木)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(土)

(日)

(金)

(土)

(月)

(火)

(日)

振替休日
24

二種混合予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）
25

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 宇都鼻研修センター）
育児相談（10:30～12:00 宇都鼻研修センター) 
母子手帳交付（9:30～12:00 松山支所市民課窓口）
二種混合予防接種（13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター）

26

二種混合予防接種（13:30～13:50受付 有明改善センター）
27

28
二種混合予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）

※ 志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。
※1　法律相談は事前予約制になります。志布志支所地域振興課　℡472-1111（内線352）までご連絡ください。

日曜当番医は41ページに掲載しています

(金)

(土)

(日)

(火)

(水)

(木)

(月)

(日)
30

31

成人の日

(木)

29

三種混合予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）
法律相談（13:00～15:00 志布志支所5F会議室）要予約※1

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(月)

(火)

(木)

(土)

(日)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

母子手帳交付（13:30～16:30本庁保健課窓口）
三種混合予防接種（13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター）(水)

16

育児学級（9:30～10:00受付 やっちくふれあいセンター）
育児相談(10:30～12:00 やっちくふれあいセンター）(木)

17

1才児歯科相談（9:30～10:00受付 健康ふれあいプラザ）
育児相談（10:30～12:00 健康ふれあいプラザ）
三種混合予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）
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